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20  

4



第３期：中学１年生相当年齢の人
　　　　（平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの人）
第４期：高校３年生相当年齢の人
　　　　（平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれの人）

接種期間：平成２０年５月１日～２１年３月３１日

平成20 年度 各種がん検診について
　村では、下記のとおりがん検診を実施します。
　２月の検診希望調査で申し込みをされた方には、個別に詳しい通知をお送り
します。申し込みをされなかった方で、受診をご希望の方は、保健福祉課保健
師（ＴＥＬ６６－２１１１）までご連絡ください。

中学 1 年生と高校 3 年生相当年齢の方が麻疹・風疹混合ワクチン
（MR ワクチン）の定期予防接種の対象に追加されました！！

　２００７年に１０～２０代を中心とした年齢層で麻疹が流行し、多くの学校が休校
の処置をとるなど社会的な問題となりました。
　このため、厚生労働省は、「麻疹排除計画」を策定し、具体的な取り組みの一環として、
平成２０～２４年度までの５年間、麻疹の予防接種を１回しか受けていない年代に
対し２回目の予防接種を受ける機会を設けることにしました。

対象者の皆さんには、個別に案内通知と予診票をお送りしています。
不明な点がありましたら、役場保健福祉課保健師（ＴＥＬ ６６－２１１１）まで
ご連絡ください。

今年度の対象者

検  診　名 検　査　方　法 対　象　者 実　施　時　期

胃 検 診 胃レントゲン検査です。バリウム ( 造影剤）と発泡
剤を事前に飲み、胃の粘膜などを観察します。 ４０歳以上の住民 ５月２１～２９日

大腸検診 検便検査です。薬品を使って肉眼ではわかりにくい
便中の血液を検出し、消化管からの出血を調べます。４０歳以上の住民 ５月２１～２９日

肺ＣＴ検診
らせんCTによるレントゲン撮影です。細かい部分
まで写真に写るので早期の小さいがんも発見できま
す。

４０歳以上の住民

６月９･１０･１６･２０日
７月１０･１７･１８日

（受診希望者に、予約時間を
個別通知します）　　　　

乳房超音波検診 超音波を乳房に当て組織を画像化し、乳房内部を
検査します。 

３０歳以上の住民
（女性）

６月２４・２６・３０日
（受診希望者に、予約時間を
個別通知します）　　　　

　

マンモグラフィ検診
乳房Ｘ線撮影のことです。 乳房はやわらかい組織で
構成されているため、乳房専用の撮影装置を使っ
て撮影します。

４０歳以上の住民
（女性）

６月２３・２４・２６・３０日
( 受診希望者に、予約時間を
個別通知します）　　　　

子宮検診 子宮頸部を綿棒などでこすり、採れた細胞粘膜
を調べます。

２０歳以上の住民
（女性） ８・９月（会場未定）
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筑北村成人式「８月１５日」に統一開催決定

旅券（パスポート）を申請される皆様へ旅券（パスポート）を申請される皆様へ

この件に関するお問い合せ先
長野県庁
　国際課（旅券に関すること）　　　　　市町村課（住基ネットに関すること）
　電話　０２６－２３５－７１７３　　　電話　０２６－２３５－７０６２
　E-mail：kokusai@pref.nagano.jp　　E-mail：s-gyosei@pref.nagano.jp

パスポート申請に住民票の写しの提出が
原則不要となります

　平成 20 年 5 月 12 日（月）から県内旅券窓口でパスポートを申請する
際には、原則、住民票の写しが不要となります。
　これは、従来住民票の写しで行ってきた申請者の本人確認を、同日以降は
「住民基本台帳ネットワークシステム」により行うことになります。
　ただし、次の場合には住民票の写しを提出してください。
　① 他の都道府県に住民登録している方が長野県で申請する場合
　② 住民票を異動して 2 日以内程度に申請する場合
　③ 住基ネットシステムの利用を希望せず、住民票の写しを提出したい場合
　なお、パスポートの発給には厳格な本人確認が必要であり、これまでどおり
戸籍謄本または抄本の提出が必要な手続きがありますので、ご注意ください。

　

５
月
19
日
（
月
）
か
ら
25
日
（
日
）

は
春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

な
ど
を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し

て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
目
指
す
制
度

に
「
行
政
相
談
」
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
限
ら
ず
、
相
談
委
員
は

皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
委
員

　
　

坂
井
地
域　
　

宮
坂　

  

毅　

　
　
　
　
（
電
話
６
７
│
２
４
２
６
）

　
　

本
城
地
域　
　

中
村　

顕
司

　
　
　
　
（
電
話
６
６
│
２
９
５
１
）

　
　

坂
北
地
域　

　

吉
澤　

洋
子　

　

　
　
　
　
（
電
話
６
６
│
３
１
５
６
）

春
の
行
政
相
談
週
間

筑北村成人式「８月１５日」に統一開催決定
　成人式の開催については、本城、坂北地域は１月３日、坂井地域は８月１５日に
それぞれ実施してきました。筑北村となり統一開催をするため、各種委員会と調査
検討してきた結果、「極力参加者の負担軽減を図ること」を重視し、２０年度より
８月１５日の開催と決定しました。なお、開催場所、内容については現在検討中です。
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う
ぐ
い
す
亭
オ
ー
プ
ン

　

坂
井
地
区
の
修
那
羅
森
林
公
園
内

う
ぐ
い
す
亭
・
コ
テ
ー
ジ
が
４
月
26
日

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

定
休
日
は
、
う
ぐ
い
す
亭
が
水
曜
日
、

コ
テ
ー
ジ
は
火
・
水
曜
日
で
す
。

　

ご
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

坂
井
開
発
公
社
（
指
定
管
理
者
）

　
　
　
　
　

  

電
話 

６
７
│
２
０
０
２

う
ぐ
い
す
亭  

電
話 

６
７
│
２
９
０
０

　

今
年
度
は
次
の
事
業
･
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
工
事
着
手
前
に
関
係
者

の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
性
化
事
業
】

①
中
村
農
耕
水
路
＝
水
路
改
修

　
（
坂
北
・
中
村
下
川
原
）

②
本
沢
ダ
ム
取
水
口
＝
取
水
施
設
改
修

　
（
坂
井
・
真
田
）

【
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
交
付
金
事
業
】

①
小
仁
熊
切
田
水
路
＝
水
路
布
設

　
（
本
城
・
小
仁
熊
）

②
仁
熊
押
（
井
田
）
床
止
工
＝
か
さ
上

　

げ
（
坂
北
・
仁
熊
）

③
山
間
頭
首
工
＝
改
良
（
坂
井
・
高
萩
）

④
農
道
立
川
川
向
線
＝
農
道
改
良

　
（
本
城
・
立
川
）

⑤
山
崎
圃
場
整
備
＝
測
量

　
（
坂
井
・
山
崎
）

こ
の
ほ
か
、
秋
以
降
に
本
城
地
区
に
お

い
て
頭
首
工（
河
川
か
ら
の
取
水
施
設
）

調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
周
辺

立
ち
入
り
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

完
熟
堆
肥
の
ご
注
文
は
、
坂
井
ゆ
う

き
セ
ン
タ
ー
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７
│

３
５
８
２
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

事
務
員
が
留
守
の
場
合
は
、
留
守
電

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
用
件
を
お
入
れ
く
だ

さ
い
。

　

自
分
の
年
金
原
資
を
自
分
で
積
み
立

て
る
方
式
の
確
定
拠
出
型
年
金
で
、
国

民
年
金
１
号
被
保
険
者
の
う
ち
年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の

方
及
び
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族

従
事
者
が
加
入
で
き
ま
す
。

　

加
入
保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
選
択
・
見
直

し
が
で
き
、
80
歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い

た
終
身
年
金
で
す
。

　

支
払
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
、
年
金
自
体
は
公
的
年
金
等

控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
担
い
手
に
は
手
厚
い

政
策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が

あ
り
、
そ
の
運
用
益
は
条
件
に
よ
り
特

例
付
加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
補
助
は
、
①
60
歳
ま
で
の
納

付
期
間
が
20
年
以
上
の
見
込
み
、
②
農

業
所
得
が
９
百
万
円
以
下
、
③
補
助
対

象
者
（
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
、

家
族
経
営
協
定
者
な
ど
）
に
該
当
す
る

方
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
（
電
話

６
７
│
２
０
０
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
2 0
年
度
土
地
改
良
事
業

ゆ
う
き
セ
ン
タ
ー

農
業
者
年
金
の
し
く
み

バイオレットユーキ　価格表（筑北村内）

堆肥散布
（堆肥代込み
／トン袋）

２トン車
１台

軽トラック
１台

小袋
13㎏ =28ℓ

3,000円 6,300円 2,625円 210円

　有機農業にお役立てください。
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米
余
り
に
よ
り
転
作
が
強
化
さ
れ

た
中
で
、「
農
地
を
荒
ら
さ
ず
、
農
家

が
取
り
組
み
や
す
い
作
物
作
付
け
」
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
で
は
農
作
物
振
興
交
付
金
と
し
て
、

本
年
度
は
大
豆
・
そ
ば
・
小
麦
に
加
え
、

雑
穀
（
き
び
・
あ
わ
・
ひ
え
）・
ナ
タ

ネ
に
つ
い
て
も
作
付
け
及
び
出
荷
に
対

す
る
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

交
付
対
象
者

　

村
内
の
農
地
に
大
豆
・
そ
ば
・
小
麦
・

雑
穀
・
ナ
タ
ネ
の
い
ず
れ
か
を
作
付
け

た
筑
北
村
の
農
業
者
及
び
団
体
を
対
象

者
と
し
ま
す
。

交
付
要
件

　

奨
励
金
交
付
要
件
と
し
て
、「
農
作

物
振
興
交
付
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。（
申
請
書

兼
請
求
書
が
提
出
さ
れ
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
作
付
け
及
び
出
荷
が
確
認
さ
れ

て
い
て
も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

ま
た
、
小
麦
及
び
ナ
タ
ネ
に
つ
い
て
は
、

作
付
け
年
度
で
な
く
収
穫
年
度
を
対
象

と
し
ま
す
。

（
20
年
度
は
19
年
秋
に
蒔
い
た
小
麦
が

対
象
と
な
り
ま
す
。）

作
付
け
・
出
荷
の
確
認

　

作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
に

基
づ
き
現
地
に
て
調
査
し
ま
す
が
、
出

荷
に
つ
い
て
は
個
人
の
領
収
ま
た
は
受

領
書
等
の
出
荷
し
た
こ
と
が
分
か
る
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

直
売
所
、
組
合
、
Ｊ
Ａ
等
の
集
荷
団
体

に
出
荷
し
た
場
合
は
、
産
業
課
で
団
体

か
ら
証
明
を
い
た
だ
き
ま
す
。

農
作
物
振
興
交
付
金
に
つ
い
て

 （
大
豆
・
そ
ば
・
小
麦
・
雑
穀
・
菜
種
の

　

奨
励
金
）

　

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
農
薬
残
留
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
農
薬
が
一
定
量
を
超
え
て
残
留
す

る
食
品
の
販
売
等
を
原
則
禁
止
す
る
制

度
が
平
成
18
年
５
月
よ
り
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
薬
散
布
の
飛
散
（
ド
リ
フ

ト
）
等
に
注
意
し
、
使
用
基
準
を
厳
守

し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
薬
ラ
ベ
ル
に
表
示
さ
れ
て
い
る

　

①
適
用
と
な
る
作
物

　

②
使
用
量
ま
た
は
希
釈
倍
率

　

③
使
用
時
期

　

④
使
用
回
数　

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
無
登

録
農
薬
（
登
録
番
号
が
な
い
薬
剤
）
や

使
用
禁
止
農
薬
は
絶
対
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

【
ド
リ
フ
ト
対
策
】

　

散
布
時
に
は
薬
剤
が
圃
場
の
外
に
飛

散
、
流
出
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。（
散
布
は
風
の
無
い
日
を
選
ぶ

か
、
風
向
き
や
風
の
強
さ
に
気
を
付
け

る
。）

　

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
薬
飛
散
防

止
用
障
壁
作
物
（
ソ
ル
ゴ
ー
や
飼
料
用

と
う
も
ろ
こ
し
）
の
効
果
を
試
験
し
て

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
課

ま
で
ど
う
ぞ
。

【
防
除
記
録
】

　

防
除
記
録
は
事
故
が
発
生
し
た
際
、

安
全
性
を
保
証
す
る
大
事
な
証
明
書
に

な
り
ま
す
。
作
物
ご
と
、
圃
場
ご
と
に

必
ず
防
除
日
誌
を
記
帳
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
県
で
は
、Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
（Good 

A
gricultural Practice

）
の
推
進
を

し
て
い
ま
す
。
農
業
者
自
ら
が

　

①
農
作
業
の
点
検
項
目
を
決
定
し
、

　

②
点
検
項
目
に
従
い
農
作
業
を
行
い
、

　
　

記
録
し
、

　

③
記
録
を
点
検
・
評
価
し
、
改
善
点

　
　

を
見
出
し
、

　

④
次
回
の
作
付
け
に
活
用
す
る

と
い
う
一
連
の
「
農
作
業
生
産
工
程
の

管
理
手
法
」（
プ
ロ
セ
ス
チ
ェ
ッ
ク
手

法
）
の
こ
と
で
す
。
生
産
履
歴
記
帳
を

ベ
ー
ス
に
、
農
作
業
の
改
善
や
コ
ス
ト

低
減
、
品
質
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

産
地
の
評
判
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
同
様
、
取

組
み
を
お
願
い
し
ま
す

残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
制
度
と
は
？

交付単価
　・大　豆　作付補助　2,000円／ 10a当たり
　　　　　　出荷　〃　   30円／ 1㎏当たり
　・そ　ば　作付　〃　2,000円／ 10a当たり
　　　　　　出荷　〃　   50円／ 1㎏当たり
　・小　麦　作付　〃　2,000円／ 10a当たり
　　　　　　出荷　〃　   20円／ 1㎏当たり
　・雑　穀　作付　〃　2,000円／ 10a当たり
　　　　　　出荷　〃　   20円／ 1㎏当たり
　・ナタネ　収穫　〃　7,000円／ 10a当たり
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の開催について  は
つらつクッキング

の開催について
　｢はつらつクッキング ｣を、下記の日程でおこないます。
　この教室は、食事のバランスを考え、身近に手に入る食材を用い、かんたんで手軽にできる料理を
作ります。みんなでたのしく料理を作ることをとおし仲間づくりもしていきましょう。
　料理をつくることが好きな方、よしこれから男子厨房にはいるぞ…という男性の方も、たまには
みんなでわいわいとお料理したいとおもっている方…など、どなたでもお気軽にご都合つけてお出
かけください。

日・曜日 場　　　　　所 対象地区
　４月１0 日（木） 本城農村環境改善センター　調理室 本　　城
　５月　8 日（木） 坂北福祉センター　調理室 坂　　北
　６月１2 日（木） 坂井公民館　調理室 坂　　井
　７月１0 日（木） 本城農村環境改善センター　調理室 本　　城
　８月　7 日（木） 坂北福祉センター　調理室 坂　　北
　９月１1 日（木） 坂井公民館　調理室 坂　　井
１０月　9 日（木） 本城農村環境改善センター　調理室 本　　城
１１月１3 日（木） 坂北福祉センター　調理室 坂　　北
１２月１１日（木） 坂井公民館　調理室 坂　　井
　１月１５日（木） 本城農村環境改善センター　調理室 本　　城
　２月１２日（木） 坂北福祉センター　調理室 坂　　北
　３月１２日（木） 坂井公民館　調理室 坂　　井

＊時間はいずれも午前１０時からです。
＊エプロン、手ふき、頭をおおうもの、材料費３００円をお持ちください。
＊詳しいことや参加を希望される方は保健福祉課　栄養士（TEL 66 － 2111）までご連絡ください。

  は
つらつクッキング

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

嘱
託
介
護
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
す
る
職
種
及
び
人
員

　

嘱
託
職
員　

介
護
職
（
９
名
程
）

■
資　

格

　

普
通
免
許
を
有
す
る
方　

　

介
護
職
は
資
格
、
経
験
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
勤
務
場
所

　

塩
尻
市
（
桔
梗
荘
）、
松
本
市
（
岡
田
の
里
）、

　
（
四
賀
福
寿
荘
）、
山
形
村
（
ピ
ア
や
ま
が
た
）、　

　

麻
績
村
（
サ
ン
ラ
イ
フ
お
み
）

■
採
用
方
法

　

面
談
に
よ
り
決
定
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
日

　

平
成
20
年
5
月
20
日
（
火
）

■
雇
用
期
間

　

嘱
託
職
員
は
1
年
契
約
で
夜
勤
が
月
3
回
〜
4
回

　

あ
り
ま
す
。（
勤
務
成
績
に
応
じ
て
更
新
し
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

各
組
合
施
設
又
は
事
務
局
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
5
月
1
日（
木
）〜
20
日（
火
）

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）ま
で
に
、
本
人
が
直
接

　

事
務
局
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
事
務
局

　

塩
尻
市
大
字
広
丘
郷
原
１
６
８
３
│
１　

　

電
話　

０
２
６
３
│
５
３
│
５
０
０
０

★ ★★★★★ ★ ★ ★ ★ ★ ★★★★ ★ ★ ★★★★★ ★ ★ ★★★★ ★ ★ ★★★★★ ★ ★ ★★★★★★ ★ ★★★★
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筑
北
村
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
平
成
19
年
度
に
引
き
続

き
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

筑
北
村
に
は
長
い
間
受
け
継
が
れ
、

守
ら
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
自
然
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
子
供
た
ち

の
笑
顔
や
地
域
住
民
ど
う
し
の
結
び
付

き
な
ど
、
紹
介
・
自
慢
・
残
し
た
い
と

思
う
村
の
宝
「
い
い
と
こ
ろ
」
を
写
し

撮
っ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
募
集
規
格　

カ
ラ
ー
・
白
黒
プ
リ
ン

ト
で
４
つ
切
サ
イ
ズ
ま
で
。
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
撮
影
も
可
。
た
だ
し
、
画

像
加
工
は
行
わ
な
い
こ
と
。

〇
募
集
締
切　

平
成
21
年
２
月
27
日
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）

〇
表
彰　
　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

　
　
　
　

２
点
、
特
別
賞
数
点

温
泉
施
設
活
性
化
事
業

村
で
は
温
泉
施
設
の
利
用
者
の
増
加

を
め
ざ
し
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
温
泉
施
設
宿
泊
者
に
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め
、
村
内

観
光
資
源
の
発
掘
・
開
発
と
受
入
れ
団

体
（
者
）
の
支
援
・
育
成
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
【
事
業
目
標
】

○
温
泉
施
設
宿
泊
者
が
筑
北
村
で
年
間

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

○
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
団
体
等
へ

の
支
援
体
制
づ
く
り

　
【
事
業
内
容
】

●
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
支
援

「
い
い
と
こ
ろ
探
し
」
を
実
施
し
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
る
人
材
・
団

体
を
育
成
・
支
援

●
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
用
検
討

期
間
・
料
金
・
送
迎
・
予
約
等
を
検

討
し
、
受
入
れ
団
体
の
勉
強
会
を
実

施
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｐ
Ｒ
活
動

村
広
報
・
マ
ス
コ
ミ
の
活
用
、
温
泉

施
設
利
用
者
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
、
旅
行
会
社
等
へ
の
売
込
み

○
応
募
上
の
注
意
に
つ
い
て

・
作
品
は
平
成
20
年
３
月
か
ら
平
成
21

年
２
月
ま
で
に
撮
影
し
た
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

・
作
品
の
裏
面
に
応
募
票
（
自
作
で
も

可
）
を
貼
付
し
必
要
事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
、
作
品
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス

タ
ー
、カ
レ
ン
ダ
ー
等
に
使
用
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
は
、
フ
ィ
ル
ム
写
真
に
つ

い
て
は
ネ
ガ
（
ま
た
は
ポ
ジ
）、
デ

ジ
タ
ル
写
真
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

デ
ー
タ
を
指
定
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
肖
像
権
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
充
分
な
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ
及
び
応
募
先

〒
３
９
９
│

７
７
１
１

東
筑
摩
郡
筑
北
村
坂
井
５
６
８
７
│
２

担
当　

産
業
課
観
光
係

電
話　

６
７
│
２
０
０
２

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
応
募
票
は
そ
ち
ら
か
ら

印
刷
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
４
月
に
各
戸
配
布
し
た
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★★ ★★★★★★★★★★★★ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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税
務
相
談
に
お
け
る

事
前
予
約
制
の
導
入
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
5
月
1
日
（
木
）
か
ら
、

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
の
う
ち
、
内
容

が
複
雑
で
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
ご
相
談
等
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
税
務
署
に
電
話
予
約
を
い
た
だ
い
た

上
で
の
面
接
相
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ま
ず
電
話
に
て
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

松
本
税
務
署

電 

話 

０
２
６
３
│
３
５
│
２
７
９
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
）

　
　

  

０
２
６
３
│
３
５
│
４
３
５
７

　
　
　
　
　
（
税
務
相
談
室
松
本
分
室
）

平
成
2 0
年
度

  

労
働
保
険
年
度
更
新

  

集
合
受
付
の
ご
案
内

　

松
本
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
労
働

保
険
年
度
更
新
申
告
書
の
集
合
受
付
を

次
の
日
程
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
年
度
更
新
申
告
書
の
記
入

に
つ
き
ま
し
て
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、

松
本
労
働
基
準
監
督
署　

労
災
課　

　

適
用
係
（
松
本
市
島
立
１
６
９
６
）　

電 

話 

０
２
６
３
│
４
８
│
５
６
９
３

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※申告書・事業主の印鑑
　（記入方法が不明な場合は、賃金台帳・元請工事の
　  内容が把握できる書類を持参してください）
※上記以外の平日につきましても松本労働基準監督署
　に於いて随時受付いたします。

２
０
０
９
年
１
月
、

上
場
会
社
の
株
券
が

電
子
化
さ
れ
ま
す
！

●
株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の

株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は

証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で

電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

●
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ
り
株

主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子
化
の
実
施
前

ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。

電
子
化
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
左
記

ま
で
。

日
本
証
券
業
協
会　

証
券
決
済
制
度
改

革
推
進
セ
ン
タ
ー

電 

話 

０
３
│
３
６
６
７
│
４
５
０
０

　
　
　
　
　
　
　
（
平
日
9
時
〜
17
時
）

１
、
募
集
科
目
及
び
募
集
定
員

　
　
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
15
名

　
　

電
気
設
備
科　

　
　
　
15
名

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
　
　
15
名

　
　

金
属
加
工
科

　
　
（
対
象
者 

35
歳
未
満
の
方
）
15
名

２
、
訓
練
時
間

　
　

午
前
９
時
25
分
〜
午
後
３
時
40
分

３
、
訓
練
期
間

　
　

平
成
20
年
7
月
2
日
（
水
）
か
ら

　
　

平
成
20
年
12
月
25
日
（
木
）
ま
で

　
　
（
6
ヶ
月
訓
練
）

4
、
受
講
料　

　
　

無
料（
教
科
書
代
１
５
、０
０
０
円

　
　

実
費
と
な
り
ま
す
）

５
、
申
込
期
限

　
　

平
成
20
年
6
月
2
日
（
月
）
ま
で

６
、
問
い
合
わ
せ
先

　
　

〒
３
９
９
│
０
０
１
１

　
　

松
本
市
寿
北
７
│
17
│
１

　
　
松
本
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
　
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本
）

　
　

電
話
０
２
６
３
│
５
８
│
２
９
０
５

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
３
│
５
８
│
５
０
６
２

　
　

担
当　

矢
口

「
平
成
2 0
年
７
月
生
・

職
業
訓
練
受
講
生
募
集
」

会　　場 開 催 日 開催時間

松本労働基準監督署
（松本市島立１６９６）

５月１６日（金）午前８時３０分～
１２時１５分

午後１時００分～
１７時１５分

５月１９日（月）

５月２０日（火）

13

平
成
21
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

Ｑ
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
？

Ａ
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
自
主
的
に
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
施

設
や
設
備
の
整
備
に
対
し
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て
、
助
成

金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
と
は
？

Ａ
生
活
す
る
地
域
を
同
じ
く
す
る
共
同

体
、
地
域
社
会
を
い
い
ま
す
。
村
で
言

え
ば
「
区
」
や
「
常
会
」
を
い
い
ま
す
。

Ｑ
対
象
と
な
る
事
業
や
助
成
金
の
額

は
？

Ａ
次
の
５
つ
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、 

そ
の
設
置
場
所
等
に
よ
り
、
助

成
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

①
一
般
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金　

１
０
０
万
〜
２
５
０
万
円

　

・
生
活
環
境
の
清
潔
、
静
か
さ
、
美

　

観
の
維
持
を
図
る
も
の
。

　
（
例
）
草
刈
機
、
除
雪
機
等

　

・
健
康
管
理
、
増
進
を
図
る
も
の
。

　
（
例
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
具
、
健
康

　

管
理
器
具
等

　

・
交
通
安
全
、
防
犯
等
生
活
安
全
確

　

保
を
推
進
す
る
も
の
。

　
（
例
）
防
犯
灯
等

　

・
お
祭
、
運
動
会
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

行
事
に
係
る
も
の
。

　
（
例
）
太
鼓
、
法
被
、
テ
ン
ト
、
組

　

立
式
ス
テ
ー
ジ
、
各
種
用
具
等

　

・
そ
の
他
、
文
化
、
学
習
、
体
育
、

　

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
も
の
。

②
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金　

５
０
万
〜
２
０
０
万
円

　

・
広
場
、
公
園
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

施
設
や
そ
の
周
辺
の
植
樹
・
植
栽
、

　

花
壇
等
の
整
備
に
要
す
る
苗
木
、
種

　

子
、
用
具
等
の
購
入
費
用
。

③
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

助
成
金　

３
０
万
〜
２
０
０
万
円

　

・
地
域
を
守
る
た
め
に
自
主
的
に
結

　

成
し
た
組
織
が
行
う
災
害
防
止
、
軽

　

減
に
資
す
る
も
の
。

　
（
例
）
可
搬
動
力
ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
、

　

投
光
機
、
担
架
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等

④
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

助
成
金　

対
象
事
業
費
の
５
分
の
３　

以
内
（
１
５
０
０
万
円
上
限
）

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極
的
に

　

推
進
す
る
た
め
に
、
住
民
の
需
要
に

　

応
じ
た
機
能
を
有
す
る
多
目
的
施
設

　
（
集
会
所
）
等
の
建
設
に
要
す
る
経

　

費
。
た
だ
し
、
既
存
施
設
の
増
改
築

平
成
21
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

⑤
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

助
成
金　

３
０
万
円
〜
１
０
０
万
円

　

・
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め

　

小
中
学
生
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
、
学
習

　

活
動
に
要
す
る
経
費
。

　
（
例
）
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

　

体
験
学
習
等

Ｑ
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
は
？

Ａ
特
定
の
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た

団
体
（
宗
教
団
体
、
営
利
団
体
、
趣
味

の
愛
好
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
の
た

め
組
織
さ
れ
た
団
体
等
）
が
行
う
事
業

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
①
１
〜
２
年
で
使
用
で
き
な

く
な
る
消
耗
品　

②
複
数
年
に
ま
た
が

る
事
業　

③
個
人
の
所
有
物
に
な
っ
た

り
使
用
す
る
人
が
限
定
さ
れ
る
施
設
、

物
品　

④
営
利
、
観
光
、
商
業
振
興
、

宗
教
関
連
の
事
業　

⑤
中
古
品
、
修
理
、

修
繕
に
係
る
も
の
も
対
象
外
に
な
り
ま

す
。
※
太
鼓
の
皮
の
張
替
え
、
御
輿
等

の
修
理
で
宝
く
じ
の
広
報
に
遜
色
が
な

い
も
の
は
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

Ｑ
募
集
期
間
は
？

Ａ
平
成
21
年
度
事
業
分
は
、
今
年
９
月

末
ま
で
に
必
要
書
類
を
揃
え
、
企
画
財

政
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
応
募
件
数

が
多
い
場
合
は
、
申
請
順
に
優
先
順
位

を
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
県
を
経
由

し
て
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
ま

す
。
採
択
の
可
否
は
、
平
成
21
年
4
月

に
決
定
し
ま
す
。

Ｑ
そ
の
他
の
注
意
点
は
？

Ａ
助
成
の
申
請
を
審
査
し
、
助
成
の
可

否
を
決
定
す
る
の
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
で
す
。
申
請
す
れ
ば
必

ず
助
成
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
助
成
対
象
か
ら
も
れ
た
も
の
を

村
で
助
成
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
取
得
し
た
施
設
、

備
品
に
は
「
表
示
に
係
る
基
本
デ
ザ
イ

ン
」
を
表
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課  

電
話 

６
６
│
２
２
１
１

表示に係る基本デザイン
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筑北村・議会事務局・教育委員会等 担当者一覧
この４月の人事異動により担当者が一部替わりました。
今後ともよろしくお願いします。
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平
成
20
年
３
月
定
例
議
会

一  

般  

質  

問

　
村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

滝
澤
千
代
江 

議
員

平
成
20
年
３
月
定
例
議
会

一  

般  

質  

問

ク
ア
ハ
ウ
ス
存
続
に
つ
い
て

　
協
働
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

宮
澤　

信
雄 

議
員

質
問　

財
政
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
中

で
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
が
交
付
さ
れ
、
19
年
度

決
算
か
ら
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
、

指
標
の
整
備
と
情
報
の
開
示
を
徹
底
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
財
政
健
全
化

法
の
施
行
前
に
行
政
運
営
の
合
理
化
、

効
率
化
を
優
先
し
て
組
織
、
機
構
、
事

務
事
業
、
職
員
数
の
適
正
化
、
議
員
定

数
や
報
酬
等
の
見
直
し
を
早
急
に
行
い

行
政
改
革
で
経
費
削
減
を
図
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
先
と
思
う
が

如
何
か
。

村
長　

組
織
、
機
構
の
見
直
し
は
温
泉

施
設
の
運
営
方
法
や
教
育
の
あ
り
方
等

審
議
会
を
踏
ま
え
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

事
務
事
業
の
見
直
し
は
20
年
度
か
ら
行

政
改
革
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
事
業
の

コ
ス
ト
や
効
果
を
数
値
化
す
る
分
析
を

行
い
、
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
評
価
し

改
善
に
生
か
す
。
職
員
、
機
構
の
関
係

は
、
課
を
統
合
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

た
い
。
職
員
は
、
現
在
１
２
９
名
で
適

正
化
計
画
を
進
め
る
に
は
、
組
織
の
見

直
し
と
機
能
的
な
組
織
構
築
を
進
め
補

充
率
20
％
と
し
、
平
成
27
年
度
ま
で
に

31
名
の
削
減
計
画
を
し
て
い
る
。

質
問　

筑
北
村
の
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
の
夢
と
希
望
を
叶
え
た
い
と
、
ク
ア

ハ
ウ
ス
存
続
を
求
め
２,
２
８
１
名
の

署
名
を
添
え
て
坂
井
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
請

願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
利

用
者
に
何
の
説
明
も
無
い
ま
ま
２
月
14

日
市
民
タ
イ
ム
ス
紙
上
で
休
止
を
知
り
、

事
の
重
大
さ
に
気
づ
き
短
期
間
で
多
く

の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
集
客
努
力
や
経

営
改
善
、
赤
字
削
減
努
力
が
見
え
な
い

中
で
の
休
止
発
表
に
対
す
る
村
民
感
情

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
伺

う
。

村
長　

当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
財

政
事
情
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
っ
た
。
３
千
万
円
の
改
修
費
と
通
年

営
業
を
す
る
に
は
３
千
５
０
０
万
円
の

繰
入
れ
が
必
要
で
あ
っ
た
。
生
活
上
必

要
不
可
欠
な
も
の
か
判
断
基
準
の
一
つ

で
も
あ
る
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

運
営
委
員
会
の
意
見
等
を
得
る
中
で
進

め
て
き
た
。
詳
細
に
わ
た
る
説
明
が
無

か
っ
た
点
は
反
省
し
、
今
後
に
生
か
し

た
い
。

質
問　

温
泉
施
設
運
営
委
員
会
会
議
録

を
見
る
限
り
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
運
営
を

ど
う
す
る
か
と
言
っ
た
議
論
は
ま
っ
た

く
見
え
な
い
。
特
に
ク
ア
ハ
ウ
ス
は
眼

中
に
な
い
審
議
内
容
だ
っ
た
。
使
用
料

（
収
入
）
が
合
併
後
も
毎
年
落
ち
続
け

て
い
る
の
に
何
の
検
討
も
さ
れ
て
い
な

い
の
は
何
故
か
。

村
長　

燃
料
は
一
番
安
い
と
こ
ろ
か

ら
い
れ
て
い
る
。
合
併
で
人
口
が
多
く

な
っ
た
か
ら
利
用
者
数
も
多
く
な
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な

か
っ
た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

質
問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
は
若
者
の
定
住
促

進
と
子
供
た
ち
の
夢
や
希
望
を
育
て
る

場
所
で
も
あ
る
。
老
人
医
療
費
が
県
下

ワ
ー
ス
ト
１
の
現
状
打
破
に
ク
ア
ハ
ウ

ス
利
用
で
健
康
増
進
に
つ
な
げ
る
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
。

質
問　

協
働
の
村
づ
く
り
の
た
め
「
発

想
の
転
換
」
の
重
要
性
が
い
わ
れ
て
い

る
が
考
え
を
伺
う
。

村
長　

協
働
の
村
づ
く
り
の
大
切
な
こ

と
は
村
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
村
づ
く

り
の
基
本
的
考
え
方
を
共
有
し
、
適
切

な
役
割
分
担
の
も
と
に
対
等
な
立
場
で

む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と

考
え
る
。
協
働
体
制
を
い
か
に
推
進
し

て
い
く
か
は
、
広
く
村
民
か
ら
意
見
を

聞
き
、
そ
れ
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り

で
皆
さ
ん
が
村
政
に
参
画
す
る
機
会
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

発
想
の
転
換
に
つ
い
て
は
。

村
長　

女
性
の
登
用
を
進
め
て
い
き
た

い
。
女
性
も
も
っ
と
目
を
開
い
て
筑
北

村
を
ど
う
や
っ
て
い
く
か
、
女
性
の
皆

さ
ん
に
も
う
一
度
原
点
に
返
っ
て
参
画

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

若
者
定
住
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
、
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
村
、
戻
っ
て
み
た
い
村
、

住
ん
で
み
た
く
な
る
村
、
そ
ん
な
思
い

を
寄
せ
る
こ
と
の
出
来
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
が
必
要
。
考
え
を
伺
う
。

村
長　

行
政
、
村
内
の
団
体
、
村
民
の

皆
さ
ん
が
相
互
に
理
解
し
合
い
、
信
頼

し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
一

丸
と
な
っ
て
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

行
政
と
し
て
は
、
対
話
を
重
視
し
、
村

民
参
加
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
な
ど
、

皆
さ
ん
と
共
に
進
む
基
本
的
な
姿
勢
で

村
政
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
る
。
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、

戻
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
く
な
る

村
、
そ
ん
な
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
の
で

き
る
村
に
し
て
い
く
事
が
必
要
と
思
っ

て
い
る
。
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平成20年5月16日発行

第15号

意

見

書

請 

願
・
陳 

情

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

平
成
20
年
３
月
定
例
議
会
が
３
月
11

日
か
ら
26
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

規
約
の
変
更

◆
筑
北
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

　

条
例

◆
筑
北
村
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
筑
北
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

◆
筑
北
村
福
祉
医
療
給
付
金
条
例
の
一

　

部
改
正

◆
筑
北
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

　

変
更

◆
筑
北
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　

改
正

◆
平
成
20
年
度
各
会
計
予
算
14
件

◆
平
成
19
年
度
各
会
計
補
正
予
算
13
件

３
月
定
例
会

◇
「
ク
ア
ハ
ウ
ス
坂
井
」
存
続
に
関
す

　

る
請
願　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
議
）

◇
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
地
域
農
業
振

　

興
を
進
め
、
夢
の
あ
る
農
村
づ
く
り

　

に
関
す
る
陳
情　
　
　
（
資
料
配
布
）

◇
「
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
」
関
連
予

　

算
を
鳥
獣
捕
殺
で
は
な
く
自
然
林
復

　

元
と
被
害
防
除
に
使
う
こ
と
を
求
め

　

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

◇
老
人
医
療
費
給
付
事
業
の
継
続
を
求

　

め
る
陳
情　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

◇
保
険
業
法
か
ら
共
済
制
度
の
適
用
除

　

外
を
求
め
る
陳
情　
　
　
　
（
採
択
）

◇
犀
川
砂
防
事
務
所
の
存
続
に
関
す
る

　

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情（
採
択
）

☆
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
に
関
す
る
意

　

見
書

☆
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

　

を
求
め
る
意
見
書

☆
新
保
険
業
法
の
「
経
過
措
置
期
間
」

　

の
延
長
を
求
め
る
意
見
書

☆
新
保
険
業
法
「
適
用
除
外
」
を
求
め

　

る
意
見
書

☆
犀
川
砂
防
事
務
所
の
存
続
に
関
す
る

　

意
見
書

請 

願
・
陳 

情

意

見

書

　

８
名
の
議
員
が
村
政
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た

質問者氏名 質　問　事　項

１ 滝澤千代江  議員
村長の政治姿勢について
クアハウス休止について

２ 宮澤　信雄  議員
協働の村づくりについて
総合型地域スポーツクラブについて

３ 窪田　一昭  議員
小・中学校のあり方について
有害鳥獣駆除対策について

４ 山﨑　好弘  議員

筑北村のバランスシート作成公表について
上下水道事業料金について
村営バス事業について
空家などの現状と対策について

５ 山田　一憲  議員
食の安全について
健康立村へ向けて
財政の健全化指標につい

６ 久保田義信  議員 過疎対策について

７ 前山　健治  議員
平成１９年度の総括と新年度予算のポイントについて
行政改革大綱集中改革プランの実施状況について

８ 栁澤　忠　  議員

新年度に向けて職員の資質の向上について
村のミスによる臨時職員給与の返還について
ボランティア活動への行政の支援について
有害鳥獣駆除に必要な狩猟免許取得費用の補助について
一般競争入札制度の導入について

順
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連
携
し
て
や
る
方
法
も
今
後
検
討
し
て

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　

筑
北
村
は
、
平
成
17
年
10
月

３
村
が
新
設
合
併
を
し
、
希
望
に
満
ち

た
新
村
筑
北
村
が
誕
生
し
、
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
事
業
方
針
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
現
在
、
村
の
財
政
状
況
は
、
実

質
公
債
費
比
率
が
18
年
度
21
・
８
％
、

19
年
度
23
・
２
％
で
あ
り
、
経
常
収
支

率
は
、
84
・
９
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

状
況
か
ら
、
村
民
の
中
か
ら
不
安
の
声

も
あ
が
っ
て
い
る
。
合
併
を
し
て
３
年

を
迎
え
る
中
で
、
現
在
の
財
政
状
況
を

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
に

示
し
て
総
資
産
、
負
債
の
総
額
、
正
味

資
産
な
ど
に
対
し
て
ど
の
位
の
負
債
等

が
あ
る
の
か
、
こ
れ
に
よ
り
村
民
１
人

当
た
り
の
貯
金
、
借
入
金
、
他
町
村
と

の
比
較
が
容
易
と
な
る
。
村
の
財
政
の

課
題
を
見
つ
め
村
民
一
体
感
を
作
る
た

め
に
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

村
長　

現
在
の
財
政
状
況
を
解
り
や
す

く
お
知
ら
せ
す
る
方
法
と
し
て
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
を
利
用
し
た
い
。
単
年
度
で

は
な
く
、
複
数
年
度
の
決
算
状
況
と
財

政
健
全
化
方
策
を
一
軒
の
家
計
に
例
え

て
お
知
ら
せ
し
、
解
り
や
す
い
村
の
財

政
状
況
と
今
後
の
方
策
と
し
て
公
表
し

て
い
き
た
い
。
企
業
会
計
の
連
結
、
全

部
含
め
た
資
産
の
償
却
評
価
な
ど
を
取

り
入
れ
た
地
方
公
会
計
は
、
市
町
村
で

は
23
年
度
ま
で
に
公
表
す
る
よ
う
指
導

さ
れ
て
お
り
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

合
併
協
定
の
中
で
概
ね
３
年
ご

と
に
料
金
の
見
直
し
を
行
う
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
生
活
に
直
結
す
る
上
下
水

道
料
金
に
つ
い
て
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

村
長　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
出
し
金
は
、
上
下
水
道
事
業
総
額

で
２
億
８,
２
３
９
万
円
で
料
金
改
定

を
村
民
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

し
、
健
全
な
運
営
に
近
づ
け
て
い
き
た

い
。
21
年
度
の
料
金
改
定
に
向
け
て
20

年
度
は
、
現
行
料
金
を
検
討
し
、
新
料

金
の
改
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

今
の
経
済
状
況
を
見
る
と
、
国

民
の
所
得
が
７
年
連
続
で
上
が
ら
ず
、

物
価
は
上
が
り
国
保
、
介
護
保
険
、
医

療
費
等
が
上
が
る
中
で
生
活
に
直
結
す

る
公
共
料
金
の
改
定
は
、
無
駄
を
省
き

慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。　

質
問　
18
年
６
月
議
会
一
般
質
問
で
当

村
の
空
き
家
の
実
態
調
査
と
活
用
策
を

要
望
し
た
。
そ
の
後
の
経
過
を
伺
う
。

村
長　

昨
年
、
産
業
課
で
農
地
、
農
家

台
帳
の
現
況
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の

中
で
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
、
村
外
に
転
居
さ
れ
て

い
る
方
は
職
員
が
現
地
調
査
に
よ
り
把

握
を
行
っ
た
。
現
在
村
内
に
は
、
本
城

地
区
23
戸
、
坂
北
地
区
34
戸
、
坂
井
地

区
31
戸
、
合
計
で
88
戸
の
空
き
家
が
あ

る
。
こ
の
中
で
貸
し
て
も
よ
い
、
売
り

た
い
な
ど
の
希
望
は
６
戸
で
、
空
き
家

自
体
は
多
い
の
に
貸
し
借
り
の
関
係
、

売
買
と
な
る
と
消
極
的
に
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
村
と
し
て
は
観
光
、

新
規
就
農
者
担
当
の
産
業
課
と
企
画
財

政
課
と
で
協
調
し
な
が
ら
空
き
家
を
探

し
て
い
る
人
、
貸
し
た
い
人
の
橋
渡
し

を
す
る
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た

い
。

質
問　

当
村
の
空
き
家
数
は
、
88
戸
で

多
い
が
、
村
の
活
性
化
に
と
っ
て
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
20
年
住
ん
で
い
た
だ

く
と
６
千
万
円
以
上
の
経
済
効
果
と
の

試
算
も
あ
る
。
当
村
の
Ｐ
Ｒ
を
内
外
に

発
信
し
て
積
極
的
な
推
進
を
要
望
す
る
。

質
問　

食
の
安
全
確
保
の
面
か
ら
、
学

校
給
食
で
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
と
食
育
に

つ
い
て
の
対
応
を
尋
ね
た
い
。

学
校
教
育
課
長　

村
の
小
・
中
学
校
は

自
校
給
食
で
す
べ
て
手
作
り
で
あ
り
、

素
材
の
わ
か
る
も
の
を
使
用
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
。
野
菜
、
果
物
は
地

元
産
の
使
用
を
原
則
と
し
て
い
る
。
魚

介
類
は
一
部
中
国
産
を
使
用
し
て
い
る

が
、
そ
の
場
合
は
検
査
デ
ー
タ
、
品
質

管
理
保
証
書
で
確
認
し
て
い
る
。
食
材

の
受
け
入
れ
時
に
、
賞
味
期
限
、
異
物
、

業
者
名
、
産
地
の
確
認
を
し
て
い
る
。

児
童
、
生
徒
に
供
す
る
時
は
、
検
食
を

30
分
前
に
済
ま
せ
、
安
全
管
理
を
徹
底

し
て
い
る
。

　

食
育
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
顔
が

わ
か
る
食
材
の
使
用
を
心
が
け
、
生
産
、

流
通
、
調
理
等
多
く
の
人
の
手
を
経
て
、

い
た
だ
け
る
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を

教
え
て
い
る
。

質
問　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
制
度
へ

の
啓
蒙
と
実
施
の
状
況
は
ど
う
か
。

産
業
課
長　

こ
の
制
度
は
基
準
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
農
薬
等
が
一
定
以
上

含
ま
れ
る
食
品
の
流
通
を
原
則
禁
止
す

る
も
の
で
あ
り
、
平
成
18
年
５
月
末
よ

 

上
下
水
道
事
業
料
金
に
つ
い
て

 

空
き
家
の
現
況
と
対
策
に

 

つ
い
て

 

筑
北
村
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

 

作
成
公
表
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　
　

山
﨑　

好
弘 

議
員

　
食
の
安
全
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

山
田　

一
憲 

議
員

19

質
問　

筑
北
村
行
政
改
革
大
綱
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
さ
ら
に
具
体
化
し
、
強
化

し
て
い
き
た
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
考

え
を
伺
う
。

村
長　

協
働
の
村
づ
く
り
推
進
の
た
め

に
は
村
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
ル
ー

ル
づ
く
り
、
職
員
の
意
識
改
革
、
能
力

開
発
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
村

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
村
づ
く
り
の

主
役
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能

力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
な
機
会
の

創
出
と
村
民
の
皆
さ
ん
が
行
政
に
対
し

て
興
味
や
関
心
が
持
て
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 

質
問　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た

が
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　

１
、
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
で
理
解

す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

２
、
村
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
現
状
と
課

題
を
把
握
し
計
画
の
策
定
を
図
る
。

３
、
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
公

民
館
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

体
育
指
導
委
員
、
指
導
者
ま
た
、
家
庭
、

保
護
者
会
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の

連
携
で
、
そ
う
い
っ
た
関
係
の
方
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
設
立
の
準
備
会
議
を

開
催
し
、
最
終
的
に
地
域
で
支
え
る
組

織
と
い
う
事
で
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
20
年
度
中
に
設
立
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

聖
南
中
学
校
の
専
門
職
の
先
生

の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

伺
う
。

教
育
長　

教
員
配
当
は
基
準
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
学
級
数
に
よ
っ
て
先
生
の

数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

聖
南
中
学
校
の
場
合
は
、
各
学
年
が

１
ク
ラ
ス
ず
つ
と
特
別
支
援
学
級
が
１

学
級
で
計
４
学
級
で
あ
る
。
配
当
基
準

に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
校
長
１
名
、

教
頭
１
名
、
担
任
４
名
、
専
門
の
専
科

の
先
生
が
３
名
、
合
計
９
名
で
、
教
科

は
９
科
目
あ
る
が
、
校
長
、
教
頭
を
抜

く
と
授
業
を
担
当
で
き
る
先
生
は
７
名

で
教
科
数
か
ら
見
る
と
不
足
し
て
い
る
。

こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
県
の
施
策

の
中
に
少
人
数
学
習
集
団
編
成
事
業
と

い
う
の
が
あ
り
、
こ
の
事
業
に
よ
り
特

別
加
配
で
１
名
、
村
費
で
１
名
の
合
計

９
名
で
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
る
。

質
問　

聖
南
中
学
校
の
生
徒
95
名
、
坂

井
地
区
の
中
学
生
40
名
位
と
聞
い
て
い

る
が
、
聖
南
中
学
校
へ
統
合
す
れ
ば
１

ク
ラ
ス
が
２
ク
ラ
ス
に
な
り
、
教
育
方

針
と
か
教
育
方
法
に
変
化
が
出
る
と
思

う
が
如
何
か
。

村
長　

今
、
教
育
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
委

員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
村
と
し
て
も

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
か
ら
筑
北
村
教

育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
へ
筑
北
村
の

教
育
の
理
念
、
教
育
の
目
標
に
つ
い
て

協
議
し
て
も
ら
い
、
目
指
す
目
標
が
決

ま
れ
ば
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
学
校

の
配
置
や
施
設
整
備
も
含
め
統
合
も
視

野
に
入
れ
て
考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
検

討
委
員
会
へ
諮
問
し
て
あ
る
。
ま
た
、

教
員
の
配
置
数
は
学
級
数
に
よ
っ
て
決

ま
り
、
中
学
校
の
学
級
定
員
は
、
40
名

以
下
と
国
の
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
。

現
在
の
生
徒
数
で
試
算
を
す
る
と
、
統

合
す
る
事
に
よ
り
１
〜
２
名
上
回
る
の

で
２
ク
ラ
ス
に
な
る
。

質
問　

生
徒
数
、
ク
ラ
ス
数
、
先
生
の

数
が
増
加
す
る
事
に
よ
り
教
育
内
容
、

部
活
等
も
充
実
し
て
く
る
と
思
う
の
で
、

じ
っ
く
り
検
討
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
村
民
、

特
に
坂
井
地
区
の
生
徒
、
保
護
者
、
村

民
の
皆
さ
ん
に
よ
く
説
明
を
し
て
理
解

を
い
た
だ
き
、
早
期
に
実
現
で
き
る
こ

と
を
望
む
。

質
問　
19
年
度
は
３
小
学
校
に
２
人
の

栄
養
士
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
国
、
県

の
方
針
に
よ
れ
ば
生
徒
数
が
５
０
０
名

に
１
人
と
聞
い
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
伺
う
。

教
育
長　

現
段
階
で
は
19
年
度
並
の
配

置
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、
21
年
度

に
つ
い
て
は
１
名
減
に
な
る
の
で
は
と

予
想
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
中
学
校

も
含
め
て
４
校
で
栄
養
士
の
配
置
は
１

名
に
な
る
と
18
年
度
に
通
告
を
受
け
て

い
る
。

質
問　
20
年
度
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
ど

の
様
に
進
め
て
い
く
の
か
。
近
隣
市
町

村
と
の
連
携
等
も
必
要
か
と
思
う
が
如

何
か
。

建
設
課
長　

基
本
的
に
は
、
昨
年
同
様

に
実
施
す
る
予
定
で
い
る
が
、
有
害
鳥

獣
対
策
委
員
会
を
開
催
し
協
議
し
て
い

く
。
現
在
、
国
に
お
い
て
有
害
鳥
獣
対

策
と
し
て
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
が
20

年
２
月
下
旬
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
村

に
於
い
て
も
被
害
防
止
計
画
を
作
成
し
、

県
の
承
認
を
得
て
実
施
す
る
訳
だ
が
、

村
内
だ
け
で
な
く
広
域
の
市
町
村
と
も

 

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

 

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

 

小
・
中
学
校
の
あ
り
方
に

 

つ
い
て　
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坂
北
地
域
は
53
常
会
の
う
ち
８
常
会
、

坂
井
地
域
は
22
常
会
の
う
ち
２
常
会

の
状
況
で
あ
る
。
準
限
界
集
落
は
、
本

城
19
常
会
、
坂
北
39
常
会
、
坂
井
15
常

会
、
筑
北
村
全
体
で
は
12
％
の
常
会
が

限
界
集
落
、
28
％
の
常
会
が
準
限
界
集

落
と
な
っ
て
い
る
。
５
年
後
を
想
定
す

る
と
限
界
集
落
は
30
％
、
準
限
界
集
落

は
90
％
の
常
会
が
該
当
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
は
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
元

気
に
地
域
を
支
え
て
い
る
。
生
き
が
い

や
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
引
き
続
き
集
落
の
調
査
は
必
要
だ
。

質
問　

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
も
開
通
し
生

活
圏
で
あ
る
安
曇
野
市
へ
30
分
通
勤
も

可
能
で
、
豊
か
な
自
然
と
人
情
味
、
ぬ

く
も
り
あ
ふ
れ
る
筑
北
村
の
Ｐ
Ｒ
へ
と

広
が
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

質
問　
19
年
度
の
総
括
と
新
年
度
の
予

算
の
ポ
イ
ン
ト
、
重
点
施
策
に
つ
い
て

伺
う
。

村
長　
19
年
度
に
つ
い
て
は
、
計
画
し

た
各
種
事
業
で
は
、
坂
北
体
育
館
の
ト

イ
レ
の
改
修
工
事
、
情
報
化
整
備
事
業
、

林
道
・
村
道
整
備
、
橋
梁
事
業
、
本
城

小
の
体
育
館
耐
震
工
事
、
上
手
山
の
水

道
設
備
工
事
、
合
併
浄
化
槽
設
置
工
事

等
、
村
民
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
第
一

歩
と
考
え
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
20
年

度
の
事
業
と
し
て
ま
ず
、
継
続
事
業
で

あ
る
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
、
村
道
整

備
事
業
、
土
地
改
良
事
業
の
推
進
、
新

路
線
を
含
め
た
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入
補
助
、
避
難

施
設
等
の
看
板
設
置
、
耐
震
診
断
補
助
、

聖
南
中
学
校
の
耐
震
診
断
、
３
小
学
校

の
調
理
機
器
の
導
入
、下
水
道
（
西
条
）

処
理
場
の
改
修
、
温
泉
施
設
の
経
営
の

見
直
し
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
村
を
創
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
19
年
度
の
総
括
に
つ
い
て
は
総

合
計
画
、
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
財
政

の
厳
し
い
中
ご
尽
力
を
願
っ
て
い
る
こ

と
に
私
も
理
解
し
て
い
る
。
20
年
度
の

ポ
イ
ン
ト
等
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
予
算
審
議
の
中
で
も
言
っ
た
が
、

特
に
本
城
地
区
の
社
協
の
施
設
の
充
実

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長　

本
城
の
社
協
の
施
設
が
人
員
も

増
え
、
手
狭
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
対

応
し
て
い
く
か
社
協
の
局
長
を
中
心
に

再
三
検
討
し
て
き
た
。
村
内
に
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
施
設
が
３
箇

所
あ
り
、
そ
の
中
で
空
い
て
い
る
施
設

を
利
用
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申

を
受
け
て
行
政
改
革
大
綱
集
中
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
、
主
に
事
務
事
業
、
組
織
・

機
構
の
見
直
し
、
村
民
と
の
協
働
体
制

推
進
に
つ
い
て
職
員
の
意
識
改
革
等
、

成
果
実
施
状
況
は
如
何
か
。

村
長　

組
織
の
関
係
で
は
、
総
合
支
所

方
式
に
よ
る
行
政
を
始
め
て
３
年
と
な

る
が
、
総
合
支
所
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

村
民
や
職
員
の
意
見
を
聞
く
中
で
筑
北

村
に
と
っ
て
、
最
も
適
し
た
方
式
を
内

部
で
検
討
し
て
い
る
。

村
民
と
の
協
働
体
制
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
広
く
村
民
か
ら
意
見
を
聞
い
た
り
、

委
員
会
等
で
も
検
討
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。
行
政
主
導
型
で
な
く
村
民
主
役

で
進
め
て
い
く
。

質
問　

職
員
の
意
識
改
革
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
副
村
長
は
各
総
合
支
所

に
出
向
い
て
、
職
員
が
緊
張
感
を
持
っ

て
仕
事
が
で
き
る
体
制
を
と
考
え
る
が

如
何
か
。

副
村
長　

以
前
か
ら
総
合
支
所
を
回
っ

て
と
考
え
て
い
た
が
、
な
か
な
か
実
行

で
き
な
か
っ
た
。
20
年
度
か
ら
組
織
の

 

19
年
度
の
総
括
と
新
年
度
予
算 

 

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

前
山　

健
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行
政
改
革
大
綱
集
中
改
革
プ 

 

ラ
ン
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

関
係
が
始
ま
る
の
で
時
間
の
許
す
限
り

各
支
所
を
回
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

職
員
の
資
質
の
向
上
を
求
め
る

住
民
の
声
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
今
後

の
職
員
教
育
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

ま
た
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
役
場
作

り
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
伺
う
。

村
長　

機
会
あ
る
事
に
、
公
務
員
は
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
自
覚
を
持
ち
住
民

と
の
信
頼
関
係
の
成
立
こ
そ
が
住
み
よ

い
村
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
住
民

の
目
線
に
立
ち
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

る
事
を
常
に
訓
示
し
て
い
る
。
今
後
さ

ら
に
、
職
員
を
原
点
に
立
ち
返
ら
せ
、

公
務
員
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
職
員
教
育
を
徹
底
・
強
化
し
て
い
く
。

20
年
度
も
研
修
な
ど
重
ね
て
職
員
の
質

の
向
上
に
勤
め
て
い
く
。

質
問　

職
員
が
、
毎
日
昼
食
に
自
宅

に
戻
っ
て
お
り
、
住
民
か
ら
ひ
ん
し
ゅ

く
を
か
っ
て
い
る
。
村
職
員
が
、
集
落

の
活
動
に
参
加
し
な
い
者
も
い
る
。
役

場
だ
け
の
公
務
員
で
は
な
い
。
集
落
に

戻
っ
て
も
公
務
員
で
無
け
れ
ば
い
け
な

い
。
ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
か
。

 

新
年
度
に
向
け
て
職
員
の

 

資
質
向
上
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

栁
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り
施
行
さ
れ
て
い
る
。
筑
北
村
に
お
い

て
は
、
県
普
及
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
得

て
、
村
内
の
直
売
所
、
生
産
団
体
や
グ

ル
ー
プ
等
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
説
明
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
広
報
誌
で
も
注
意

を
喚
起
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
各
種

会
合
、
講
習
会
の
機
会
を
と
ら
え
、
制

度
の
啓
蒙
、
農
薬
の
登
録
情
報
等
の
徹

底
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
地
産
地

消
の
拡
大
を
図
り
、
環
境
に
優
し
い
農

業
の
普
及
に
よ
り
、
消
費
者
の
信
頼
確

保
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
取
り
組
み
た
い
。

質
問　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
向
け
て

具
体
的
実
施
計
画
は
ど
う
か
。

村
長　

一
人
当
た
り
の
医
療
費
と
介
護

保
険
の
支
給
額
が
県
下
一
位
に
な
っ
た
。

通
常
レ
ベ
ル
の
対
策
で
は
改
善
で
き
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
村
民
が
健
康
に

対
す
る
意
識
を
ど
う
持
つ
か
が
重
要
で

あ
る
。
健
康
は
、
自
分
で
つ
く
り
、
自

分
で
守
る
発
想
の
も
と
、
健
康
管
理
に

対
す
る
住
民
の
意
識
高
揚
を
促
進
す
る

た
め
健
康
教
育
、
相
談
等
支
援
体
制
を

充
実
し
て
い
き
た
い
。

保
健
福
祉
課
長　

生
活
習
慣
病
は
、
住

民
が
意
識
し
て
い
な
い
日
々
の
生
活
の

偏
り
の
継
続
が
全
身
の
血
管
を
痛
め
、

自
覚
症
状
が
出
な
い
う
ち
に
重
病
に

な
っ
て
い
る
。
自
ら
の
生
活
を
見
直
し

改
善
に
向
け
、
い
か
に
早
期
介
入
を
す

る
か
、
こ
の
意
識
が
必
要
で
あ
る
。
実

施
計
画
に
よ
り
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
重

点
的
に
戸
別
訪
問
を
行
い
、
行
動
変
容

に
つ
な
が
る
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い

る
。

　

健
診
内
容
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
項
目
に
加
え
、
村
独
自
の
尿

酸
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
を
始
め
４
項
目
を

追
加
し
て
内
容
の
充
実
を
図
り
、
い
か

に
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
重
要
か
、
最

大
の
対
策
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
保
健
予
防

活
動
を
推
進
し
、
筑
北
村
診
療
所
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的
支
援
等

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質
問　

健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
メ

ン
バ
ー
が
固
定
さ
れ
た
り
、
リ
ス
ク
を

持
っ
た
人
の
参
加
が
少
な
い
等
の
反
省

が
あ
っ
た
。
従
来
よ
り
の
健
康
、
運
動

教
室
の
普
及
に
加
え
、
健
康
相
談
、
予

防
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
意
識
の
普

及
に
努
め
た
い
。

質
問　

長
野
県
市
町
村
過
疎
地
域
対
策

協
議
会
は
、
過
疎
自
治
体
の
現
状
は
極

め
て
深
刻
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
と

し
、「
過
疎
新
法
制
定
」
国
に
よ
る
財

政
支
援
な
ど
の
必
要
性
を
要
望
し
た
。

　

村
長
の
過
疎
法
に
つ
い
て
の
決
意
と

今
後
の
動
向
を
伺
う
。

村
長　

現
在
の
過
疎
法
は
、
昭
和
45
年

か
ら
４
次
に
わ
た
る
。
こ
れ
が
最
後
の

立
法
措
置
と
風
評
の
中
で
成
立
さ
れ
た

経
過
が
あ
り
、
次
期
過
疎
対
策
は
大
変

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
全
国
過
疎
地
域

自
立
促
進
連
盟
は
、
県
、
ま
た
市
長
会
、

町
村
長
会
で
協
議
し
て
早
期
対
応
を
し

て
い
る
。

　

新
立
法
に
向
け
、
時
期
を
失
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
関
係
市
町
村
と
も
連
携

し
、
引
き
続
き
総
合
的
な
過
疎
対
策
の

充
実
を
強
化
し
過
疎
地
域
の
振
興
が
図

れ
る
よ
う
新
た
な
法
律
の
制
定
を
強
く

要
望
し
て
い
る
。

質
問　

筑
北
村
の
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
後
期
５
ヶ
年
の
事
業
費
は
66
億
円

で
あ
り
、
実
施
率
は
何
％
か
。

企
画
財
政
課
長　

過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
は
合
併
と
同
時
に
制
定
し
、
建
設

計
画
に
基
づ
く
想
定
し
得
る
事
業
す
べ

て
を
掲
載
し
事
業
の
必
要
性
、
財
政
状

況
を
勘
案
す
る
中
で
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

に
よ
り
総
合
計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画

を
作
成
し
、
実
施
し
て
い
る
。
過
疎
計

画
後
に
追
加
事
業
も
あ
り
68
億
９
百
万

円
に
対
し
、
19
年
度
末
計
画
で
14

億
８
千
万
円
と
な
り
、
全
体
に
対
す
る

21
・
７
％
の
実
施
率
に
な
る
。

質
問　

概
ね
２
割
の
実
施
率
は
、
新
過

疎
法
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
今
後

に
大
き
な
不
安
を
感
じ
る
。

　

長
野
県
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

は
、
後
期
５
ヵ
年
で
７
１
７
億
円
、
悲

願
の
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
早
期
完
成
の
た

め
に
も
過
疎
新
法
制
定
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
過
疎
対
策
特
別
措
置
法
は
、

国
会
議
員
に
よ
る
議
員
立
法
で
、
国
へ

の
要
望
運
動
等
早
期
対
応
に
つ
い
て
如

何
か
。

村
長　

新
た
な
法
律
の
制
定
に
向
け
、

県
ま
た
国
、
県
選
出
、
全
国
会
議
員
に

も
訴
え
、
村
、
議
会
と
共
同
し
強
く
要

望
運
動
、
陳
情
を
実
施
し
た
い
。

質
問　

過
疎
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

50
％
以
上
の
限
界
集
落
、
55
歳
以
上
の

準
限
界
集
落
が
進
行
し
て
い
る
。

行
政
は
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
、
問
題
意
識
を
持
っ
て

現
状
把
握
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
基
準

を
設
け
て
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
如

何
か
。

坂
北
総
合
支
所
長　

限
界
集
落
、
準
限

界
集
落
に
つ
い
て
は
、
今
回
集
落
再
編

成
の
調
査
す
る
中
で
研
究
し
た
。

　

本
城
地
域
は
26
常
会
の
う
ち
３
常
会
、

 

健
康
立
村
へ
向
け
て

　
過
疎
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

久
保
田
義
信 

議
員
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　裁判員に選ばれる確立は、約３,５００人に１人。約０．００３％です。
１つの事件の裁判につき裁判員は６人に絞られます。最初に事件によって５０人～
１００人程度の予備の選任があり(各裁判所が公平にくじ引きで選びます。)
ここで選ばれる確立は、約０．１８％～０．３５％です。

国民の司法参加を実現するこの制度は、平成２１年５月２１日にスタートします。

Ｑ .裁判員制度とはどのようなものですか。
Ａ .裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪か
　 どうか、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。

Ｑ .裁判員はどのようにして選ばれるのですか。
Ａ .最初に、選挙人名簿をもとに裁判員候補者名簿を作成します。裁判員は、この候補者名簿の
　 中から、１つの事件ごとに裁判所における選任手続により選ばれます。
　　【１】 裁判員候補者名簿を作成します。
　　　　選挙権のある人の中から、翌年の裁判員候補者となる人を毎年くじで選び、裁判所ご
　　　　とに裁判員候補者名簿を作成します。名簿に載った方にはその旨を通知します。
　　【２】 事件ごとにくじで、裁判員候補者が選ばれます。
　　　　事件ごとに【１】の名簿の中からくじで、その事件の裁判員候補者を選びます。
　　　　選ばれた人には、裁判所に来ていただく日時等をお知らせします。
　　【３】 裁判所で、候補者の中から裁判員を選ぶための手続きが行われます。
　　　　裁判長から、裁判員になれない理由がないかどうか、辞退希望がある場合はその理由
　　　　などについて質問されます。その上で最終的に裁判員が選ばれます。

Ｑ .裁判員に選ばれたら何をするの？
Ａ .  【１】公判に出席する
　　　　裁判員に選ばれたら、裁判官と一緒に、刑事事件の審理（公判といいます。）に出席し
　　　　ます。公判は、できる限り連続して開かれます。
　　　　公判では、証拠として提出された物や書類を取り調べるほか、証人や被告人に対する
　　　　質問が行われます。裁判員から、証人等に質問することもできます。
　　【２】評議、表決をする
　　　　証拠を全て調べた後、事実を認定し、被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたらどんな
　　　　刑にするべきかを、裁判官と一緒に議論（評議）し、決定（評決）することになります。
　　　　議論を尽くしても全員一致の結論が得られない場合、評決は多数決により行われます。
　　　　ただし、その多数意見には裁判官・裁判員のそれぞれ１人以上の賛成が必要とされて
　　　　います。
　　　　有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にするかについての裁判員の意見は裁判官と
　　　　同じ扱いになります。
　　【３】判決宣告
　　　　評決内容が決まると、法廷で裁判長が判決の宣告をします。
　　　　裁判員としての仕事は、判決の宣告により終了します。
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村
長　

毎
日
昼
食
に
行
く
事
は
い
い
事

で
は
な
い
。
新
年
度
に
向
け
て
よ
く
徹

底
し
て
い
く
。

質
問　

冠
着
、
坂
北
、
西
条
各
駅
の
職

員
は
、
利
用
す
る
お
客
の
た
め
に
朝
７

時
前
か
ら
５
時
過
ぎ
ま
で
、
切
符
・
定

期
の
売
り
さ
ば
き
か
ら
、
ホ
ー
ム
や
待

合
室
、
ト
イ
レ
の
清
掃
を
列
車
の
通
過

の
合
間
に
業
務
に
携
わ
り
、
常
に
Ｊ
Ｒ

と
の
連
絡
も
し
な
が
ら
10
時
間
の
勤
務

を
独
り
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
の
３
月
、
給
与
体
系
が

変
わ
り
、
そ
の
内
１
時
間
は
休
憩
時
間

と
し
て
１
時
間
分
に
つ
い
て
の
賃
金
は

無
支
給
に
改
め
ら
れ
た
が
、
駅
職
員
に

は
告
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
７
ヶ
月
後
に
村

の
手
落
ち
で
し
た
。
と
７
ヶ
月
分
の
賃

金
の
返
還
を
求
め
ら
れ
た
。現
在
、一
ヶ

月
働
い
た
給
料
か
ら
毎
月
差
し
引
い
て

い
る
。
駅
職
員
た
ち
は
、
雇
用
契
約
に

沿
っ
て
休
憩
時
間
も
無
い
ま
ま
正
直
に

10
時
間
働
い
て
き
た
。
行
政
の
ミ
ス
が

原
因
の
こ
の
問
題
、
駅
職
員
に
は
何
ら

罪
は
無
い
は
ず
。
人
道
上
、
社
会
的
に

も
行
政
と
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ

る
。
如
何
か
。

村
長　

今
回
の
ミ
ス
は
、
昨
年
の
人
事

異
動
に
よ
る
職
員
間
の
事
務
連
絡
不
備

が
原
因
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な

事
が
無
い
よ
う
徹
底
し
て
い
く
。

質
問　

駅
職
員
た
ち
は
「
私
た
ち
は
定

年
後
の
臨
時
職
員
で
す
の
で
、
村
の
方

針
に
逆
ら
え
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
い
た
。

労
働
監
督
署
の
見
解
は
、
人
事
通
知
書

を
見
る
限
り
で
は
、
賃
金
の
返
還
は
不

当
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
臨
時
職
員
は
、

身
分
の
保
証
も
無
く
超
勤
手
当
も
無
い
。

予
算
が
無
け
れ
ば
補
正
を
組
ん
で
対
応

す
べ
き
だ
。
そ
れ
が
優
し
い
行
政
で
あ

り
、
人
間
味
の
あ
る
行
政
だ
。
如
何
か
。

村
長　

村
の
不
徹
底
を
私
も
認
め
る
。

返
還
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
職
場
に
専
念
を
お
願
い
し
た
い
。

質
問　

昨
年
、
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
行
政
の
支
援
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
村
長
は
、
賃
金
で
対
応
で
き
な

い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
燃
料
の
支
給
を
検

討
す
る
と
答
弁
し
た
。
間
も
な
く
村
道

の
草
刈
り
シ
ー
ズ
ン
が
訪
れ
る
。
如
何
か
。

村
長　

協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

は
必
要
と
考
え
る
。
草
刈
り
機
は
個
人

に
お
願
い
し
て
、
燃
料
に
つ
い
て
は
支

援
し
て
い
く
。

 

村
の
ミ
ス
に
よ
る
臨
時
職 

 

員
の
給
与
返
還
に
つ
い
て

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の 

 

支
援
に
つ
い
て

就労センター運営委員会

保健対策推進協議会

筑北村介護保険事業計画

老人保健福祉計画策定懇話会

議会全員協議会

麻績村・筑北村議会議員交流会

３月定例議会

道路特定財源確保・暫定税率維持県民集会

３小学校卒業式

聖南中学校・筑北中学校卒業式

３保育園卒園式

１日

３日

４日

１１日～１６日

１６日

１８日

１９日

２５日

３月

３保育園入園式

３小学校・聖南中学校・筑北中学校入学式

国保運営協議会

暫定税率の継続を求める緊急全国大会

温泉施設運営委員会

３小学校歓送迎会

国道１５８号安曇うすゆき橋バイパス開通式

聖南中学校歓送迎会

湯の華桜祭り

議会全員協議会

３日

４日

１７日

１８日

２０日

２５日

２６日

３０日

４月

議 会 日 誌
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

心
の
伝
言
板 

⑧

新
学
年
の
「
希
望
」
あ
れ
こ
れ

①
新
学
年
は
魔
法

　

お
子
さ
ん
は
新
学
年
に
希
望
い
っ
ぱ

い
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
か
。　

　
　

心
が
思
い
切
っ
て
変
え
ら
れ
る
新
鮮
な

新
学
年
は
魔
法
で
す
ね
。

②
得
意
も
大
事
に

　

子
ど
も
た
ち
に
「
今
年
の
希
望
は
？
」

と
問
い
か
け
る
と
、
大
方
の
子
は
自
分

が
日
頃
言
わ
れ
続
け
て
い
る
欠
点
へ
の

努
力
を
挙
げ
て
き
ま
す
。

　

欠
点
克
服
は
そ
れ
も
大
事
で
す
が
、

自
分
の
得
意
を
伸
ば
す
希
望
こ
そ
大
事

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
「
希
望
は
大
き
い
ほ
ど
良
い
」
な
ど

と
い
っ
て
自
分
の
能
力
を
は
る
か
に
超

え
る
も
の
は
、
絵
に
描
い
た
餅
、

③
ま
ず
ジ
ャ
ン
プ
し
て
届
き
そ
う
な

「
希
望
」、自
分
の
良
さ
・
得
意
か
ら
の「
希

望
の
道
」
を
大
事
に
伸
ば
し
て
や
り
た

い
も
の
で
す
。
ま
わ
り
の
応
援
団
と
し

て
は
挑
戦
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
、
く
じ

け
そ
う
な
時
は
支
え
、
最
大
限
の
力
を

発
揮
で
き
る
状
態
を
作
り
続
け
て
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。

　

自
分
が
決
め
た
進
路
に
向
か
っ
て
生

き
生
き
歩
ん
で
い
く
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
「
希
望
」
を
大
事
に
。

転
退
職
職
員
の
紹
介

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

「
退
職
」

一
之
瀬
竹
治
（
校
長
）
坂
北
小

久
保
田
浩
子
（
給
食
調
理
）
坂
北
小

浅
川　

恵
美
（
図
書
館
司
書
）
坂
北
小

田
口
美
智
子
（
用
務
員
）
坂
北
小

藤
森　

敬
一
（
教
諭
）
坂
井
小

久
保
田
博
子
（
講
師
）
聖
南
中

「
転
出
」

　
　

坂
井
小
学
校

小
林　

一
洋
（
教
頭
）
軽
井
沢
西
部
小

宮
下　

広
雄
（
教
諭
）
堀
金
小

平
林　

千
晴
（
事
務
）
中
川
小

　
　

坂
北
小
学
校

柴
本　

芳
一
（
教
頭
）
山
ノ
内
南
小

竹
村　

保
子
（
教
諭
）
大
町
南
小

飯
倉　

時
雄
（
教
諭
）
山
形
小

　
　

本
城
小
学
校

深
澤　

伸
吾
（
教
頭
）
三
岳
中

松
本　

千
秋
（
教
諭
）
波
田
小

原　
　

淳
司
（
教
諭
）
信
州
新
町
小

若
林　

啓
子
（
給
食
調
理
）
坂
北
小

　
　

聖
南
中
学
校

楜
澤　

晴
樹
（
校
長
）

　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
教
育
委
員
会

武
居　

　

力
（
教
頭
）
小
川
中

臼
井　

伸
明
（
教
諭
）

　
　
　
　
　

長
野
県
教
育
委
員
会

横
沢　
　

尚
（
教
諭
）
売
木
中

一
志
千
恵
子
（
栄
養
士
）
会
田
中

関
川　

直
子
（
給
食
調
理
）
本
城
小

　
　

筑
北
中
学
校

酒
井　
　

義
（
校
長
）
松
代
中

野
澤　

重
典
（
教
諭
）
松
代
中

富
田　

　

勤
（
教
諭
）
波
田
中

橋
住　

真
一
（
事
務
）
鎌
田
小

土
田　

昌
子
（
栄
養
士
）
小
山
小

萩
原　

友
紀
（
養
護
助
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
尻
西
部
中

宮
下
ヒ
メ
子
（
給
食
調
理
）
麻
績
小

「
転
入
」

　
　

坂
井
小
学
校

塩
原　

章
一
（
教
頭
）
木
曽
楢
川
小

山
岸
と
も
み
（
教
諭
）
青
木
島
小

待
井　
　

明
（
教
諭
）
中
川
小

植
田　

信
一
（
事
務
）
大
桑
小

滝
澤　

定
子
（
給
食
調
理
）
冠
着
荘

　
　

坂
北
小
学
校

吉
江　

英
夫
（
校
長
）
七
二
会
中

細
野
ひ
ろ
み
（
教
頭
）
高
丘
小

瀧
本　

英
之
（
教
諭
）
豊
科
北
小

中
村　

幸
子
（
教
諭
）
川
田
小

幅　
　

若
菜
（
図
書
館
司
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
曇
養
護
学
校

若
林　

啓
子
（
給
食
調
理
）
本
城
小

原　

彦
太
郎
（
用
務
員
）
新
任

　
　

本
城
小
学
校

仁
科　

秀
明
（
教
頭
）
中
込
中

宮
坂　
　

宏
（
教
諭
）
原
小

赤
木
か
よ
子
（
教
諭
）
明
善
小

中
村
加
津
子
（
教
諭
）
上
山
田
小

関
川　

直
子
（
給
食
調
理
）
聖
南
中

　
　

聖
南
中
学
校

木
戸
岡
和
孝
（
校
長
）
丘
中

高
池　

一
昭
（
教
頭
）

　
　
　
　
　
　
　
　

県
体
育
セ
ン
タ
ー

中
村　

敬
子
（
教
諭
）
天
龍
中

宮
川
源
三
郎
（
教
諭
）
旭
町
中

榛
葉　

教
子
（
栄
養
教
諭
）
麻
績
小

関
森
み
つ
子
（
給
食
調
理
）
冠
着
荘

　
　

筑
北
中
学
校

湯
田　

　

博
（
校
長
）
若
穂
中

丸
山　

幸
彦
（
教
諭
）
堀
金
小

勝
野　

雅
文
（
教
諭
）
丘
中

小
澤　

　

晃
（
事
務
）
堀
金
小

宮
坂　

　

牧
（
養
護
教
諭
）

長
田
由
香
里
（
栄
養
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
谷
東
部
中

竹
川
由
美
子
（
給
食
調
理
）
新
任

  

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
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村
民
皆
様
方
・
公
民
館
講
座
や
小
中

学
校
な
ど
の
各
分
野
の
学
習
要
求
に
答

え
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

  

筑
北
の
自
然
（
野
菜
・
菊
づ
く
り
・

　
樹
木
・
き
の
こ
・
山
菜
・
鳥
・
虫
・

　
野
草
他
）

  

美
術
・
音
楽
関
係
、
体
育
（
ダ
ン
ス
・

  

健
康
づ
く
り
等
）、
歴
史
、
民
俗
、
他

　

筑
北
村
生
涯
学
習
活
性
化
の
た
め
に

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ふ
さ
わ
し
い
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
用

紙
は
各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

連
絡
先　

　

本
城
・
坂
北
・
坂
井
の
地
区
公
民
館

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
（
☎
６
７
│
１
１
６
１
）

生
涯
学
習
指
導
者
新
規
登
録
の
お
願
い

平成 20年度 筑北村生涯学習課・公民館講座計画一覧
■ ＝中央公民館事業　　（　）＝講座数　　※地区館独自事業以外は他地区へも案内
領 域 対　象 分　野 本　　　城 坂　　　北 坂　　　井

社

会

教
　

育

幼　児

少　年

文化科

化　学

わくわく子ども教室（１０） 物作り教室（育成会）（１） 太鼓教室（毎週火）
パネルシアター鑑賞（１） ごみ処理施設見学ツアー（１）　 化学実験教室（１）
親子工作教室（１） 手づくりと遊びの集い（１） 星の観察会（１）

お年寄りと子どもの集い（１）
人　権 子ども人権映画会（１） 子ども人権映画会（１） 子ども人権映画会（１）
野　外 　　　　　ウォークラリ－大会＜本城ゲレンデ＞（１）
科　学 　　　　　親子わくわく電波教室（３）＜麻績公民館と共催＞

成　人

芸　術

文　化

プリザーブドフラワー教室（２） ガーデニング教室（３） 陶芸教室（６）
トールペインティング教室（３） 籐工芸教室（２） リースづくり講座（１）
ビーズ教室（４） 絵手紙講座（３）
美術館めぐり（３）
ハワイアンリボンレイ（１）
＜親子工作教室（１）＞

生　活

教　養

ペン字教室（５） 布ぞうり作り教室（３）
料理教室（３） 健康料理教室（３） 中華料理教室（４）
そば打ち教室（２） そば打ち講習会（３） ＩＴ講習会初級（５）
ＩＴ講習会初級（５） 育成会講演会（１） ＩＴ講習会中級（５）
ＩＴ講習会中級（５） 家庭教育講演会（１）

ごみ処理施設見学ツアー（１）
　　　　　家庭教育講座（未定）

郷　土

しめ飾り講習会（１） やしょうま教室（１）
しめ飾り講習会（１）

　　　　　自然探訪会（１）＜冠着山登り＞
　　　　　自然探訪会（１）＜四阿屋山縦走、麻績公民館と共催＞
　　　　　歴史講座（１）＜善光寺街道の検証、麻績公民館と共催＞
　　　　　歴史探訪講座（２）＜東山道支道の検証＞

高齢者 教　養 本城大学（9） 高齢者学級（９） うるおい学級（７）
交　流 手づくりと遊びの集い（１） お年寄りと子どもの集い（１）

社

会

体
　

育

少　年

教　室

講習会

学童野球教室　（４月～１１月） 学童野球教室　　（４～１０月）

成　人

グラウンドゴルフ講習会　（１） 護身術講習会（２） 子ども水泳教室（５～１０月）
ヨガ教室（１０） テニス教室（５） ニュースポーツ教室（１）

ウォークラリー教室（１）
　　　　　ウォーキング教室（３）
　　　　　バレーボール講習会（本城体育館ー全村民・麻績村民＞
　　　　　さわやかスマイル運動（１２）　＜生涯学習課＞

少　年

大　会

ネイチャーゲーム大会　（１）

成　人

ナイターソフトボールリーグ戦 ナイターソフトボールリーグ戦 ナイターソフトボールリーグ戦
マレットゴルフ大会　　　　 スポーツ雪合戦（１） 高齢者マレットゴルフ大会　
ナイター野球リーグ戦 バレーボールリーグ戦
ふるさと野球大会 分館対抗野球大会 分館対抗ソフトボール大会
分館対抗球技大会 ソフトバレーソフトボール大会
　　　　　館長杯ゲートボール大会（本城グランド）　　　　　
　　　　　館長杯ソフトバレー大会（坂北体育館）　　　　　
　　　　　郡体育祭（村内体育施設）（８月２４日）　　　　　　　　　　　　
　　　　　村民ゴルフ大会（南長野ゴルフクラブ１０月１８日）
　　　　　館長杯グラウンドゴルフ大会（宇洞坂グラウンドゴルフ場）

イ
ベ
ン
ト

全村民
体　育 本城地域体育祭（１０月５日） 坂北地域体育祭（１０月５日） 坂井地域体育祭（１０月５日）

文　化 　　　　　文化祭＜１１月１・２日、坂北体育館・坂北小体育館＞
　　　　　ジョイントコンサート＜本城体育館ー松本交響楽団＞

新成人 その他 　　　　　成人式（未定）
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坂
北
小
学
校　

新
任
の
紹
介

❶ 

朝
早
く
登
校
し
て
、
は
つ
ら
つ
と
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ど
の
子
も
明
る

い
あ
い
さ
つ
が
で
き
、
は
っ
き
り
話
す

こ
と
が
で
き
る
。

❷ 

昔
は
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
ま
し
た
が
…

今
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

❸ 

波
田
町
か
ら
長
野
道
で
通
勤
し
て
い
ま

す
。
中
野
市
立
高
丘
小
学
校
よ
り
参
り

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❹ 

１
年
生
の
下
校
指
導
で
村
内
を
歩
い
て

み
る
と
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
暖

か
な
日
だ
ま
り
の
よ
う
だ
な
、
と
お
も

い
ま
し
た
。

❶ 

あ
い
さ
つ
が
よ
く
で
き
る
子
ど
も
達
だ

な
ぁ
。
元
気
が
い
い
し
、
と
て
も
素
直

だ
な
。

❷ 

物
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
特
に
、

木
を
使
っ
て
ち
ょ
こ
っ
と
し
た
も
の
を

作
っ
て
い
ま
す
。

教　頭

細野ひろみ先生
５学年担任

瀧本　英之先生

１学年担任

中村　幸子先生

図書館司書

幅　若菜先生

教　頭

高池　一昭先生
２組副担任

宮川源三郎先生

１学年担任

中村　敬
きょうこ

子先生

栄養教諭

榛
し ん は

葉　教
きょうこ

子先生

❸ 

お
ひ
げ
の
先
生
で
す
。
安
曇
野
市
穂
高

よ
り
通
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
学
校
は

初
め
て
な
の
で
、
戸
惑
い
も
多
少
あ
り

ま
す
が
、
頑
張
り
ま
す
。

❹ 

登
校
指
導
で
社
会
体
育
館
下
に
い
る
と
、

そ
こ
を
通
る
小
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
中

学
高
校
生
、
大
人
の
人
ま
で
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
き
ま
し
た
。
車
で
通
る
方
も

頭
を
下
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
挨
拶
の

で
き
る
村
だ
な
と
関
心
し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
い
い
村

だ
と
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。

❶ 

と
っ
て
も
素
直
で
の
び
の
び
し
て
い
ま
す
。

❷ 

ピ
ア
ノ
・
歌

❸ 

長
野
市
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。
高
速
の

運
転
も
だ
い
ぶ
慣
れ
ま
し
た
。

❹ 

の
ど
か
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
て
、
心

が
落
ち
着
き
ま
す
。
す
れ
違
っ
た
時
に

挨
拶
を
し
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
、
暖

か
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

❶ 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い
。

❷ 

運
動
す
る
こ
と
。
食
べ
る
こ
と
が
好
き

で
す
。

❸ 

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
の
で
、
村
の
運 

動
チ
ー
ム
へ
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❹ 

親
切
な
方
が
多
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

聖
南
中
学
校　

新
任
の
紹
介

❶ 

明
る
く
挨
拶
を
し
て
く
れ
、
大
変
素
直

な
子
供
た
ち
。
前
向
き
に
清
掃
に
取
組

む
姿
は
大
変
立
派
だ
と
思
い
ま
し
た
。

❷ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ピ
ア
ノ

❸ 

こ
ん
な
顔
を
し
て
ま
す
が
気
軽
に
声
を

か
け
て
下
さ
い
。
学
校
目
標
「
質
実
剛

健
に
し
て
道
を
拓
く
生
徒
」
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
88
名
の
生
徒
と
23
名
の
先

生
方
と
頑
張
り
ま
す

❹ 

自
然
が
ゆ
た
か
な
と
て
も
素
晴
ら
し
い

環
境
の
村
。

 

❶ 

明
る
く
言
葉
づ
か
い
が
て
い
ね
い
で
気

持
ち
の
い
い
生
徒
。

❷ 
野
球
観
戦
・
ス
キ
ー

❸ 

自
宅
が
本
城
の
小
仁
熊
。
近
所
や
知
人

の
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
し
み
と

共
に
、
責
任
を
感
じ
ま
す
。
お
気
づ
き

の
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

❶ 

は
に
か
み
屋
さ
ん
が
多
い
カ
ナ
と
い
う
印

象
。
み
ん
な
笑
顔
が
ス
テ
キ
な
の
で
楽
し

く
授
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

❷ 

歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

❸ 

名
前
の
読
み
方
が
珍
し
い
で
す
が
、
ぜ

ひ
覚
え
て
下
さ
い
。

❹ 

天
竜
川
沿
い
の
谷
か
ら
来
た
の
で
、
空

が
広
く
て
嬉
し
い
で
す
。

 

❶ 

明
る
く
素
直
で
話
を
し
っ
か
り
聞
い
て

く
れ
、
さ
わ
や
か
で
す
。

❷ 

新
し
い
料
理
を
作
る
・
郷
土
食
を
上
手

に
作
る
こ
と

❸ 

筑
北
地
区
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
今
年

で
10
年
目
。
第
二
の
故
郷
と
い
う
く
ら

い
筑
北
の
地
が
好
き
。
懐
か
し
い
方
々

に
お
会
い
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
27

ち
ょ
っ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ち
ょ
っ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

教　頭

仁科　秀明先生

１学年担任

中村加津子先生

４学年担任

宮坂　宏　先生

ひまわり学級担任

赤木かよ子先生

教　頭

塩原　章一先生
３学年担任

待井　明　先生

１学年担任

山岸ともみ先生
事　務

植田　信一先生

❶ 
子
ど
も
の
印
象
は
？

❷ 

趣
味
・
特
技
は
？

❸ 

自
己
Ｐ
Ｒ
を
！

❹ 

筑
北
村
の
印
象
は
？

本
城
小
学
校　

新
任
の
紹
介

❶ 

清
掃
用
の
ロ
ッ
カ
ー
の
上
を
雑
巾
が
け

し
て
い
た
ら
「
そ
こ
、
わ
か
っ
て
い
た

ん
だ
け
ど
、
届
か
な
か
っ
た
ん
で
す
」

小
３
年
生
。
気
づ
き
の
あ
る
児
童
だ
と

思
い
ま
し
た
。

❷ 

山
行
と
沢
旅
・
地
質
と
地
誌
・
早
ね
早

起
き
と
み
そ
汁
作
り

❸ 

わ
り
と
そ
そ
っ
か
し
く
、
嫌
な
こ
と
失

敗
も
す
ぐ
に
忘
れ
や
す
い
方
。
で
す
か

ら
ま
た
失
敗
し
て
い
ま
す
。

❹ 

筑
北
村
に
初
め
て
き
て
利
用
し
た
の
が

『
道
の
駅
』
Ｗ
Ｃ
・
ド
ア
が
き
ち
ん
と

閉
め
て
あ
り
、
季
節
の
花
々
が
飾
ら
れ

て
い
て
清
楚
で
上
品
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

 

❶ 

瞳
が
き
れ
い
な
子
供
た
ち
。

❷ 

史
跡
巡
り
・
寺
社
巡
り

❸ 

千
曲
市
よ
り
毎
日
通
勤
し
て
い
ま
す
。

12
年
前
坂
北
小
に
勤
務
。
ま
た
筑
北
村

の
教
壇
に
立
て
感
無
量
で
す
。

❹ 

自
然
豊
か
で
第
２
の
故
郷
の
よ
う
な
村

 

❶ 

明
る
く
さ
わ
や
か
に
挨
拶
を
交
わ
し
て

く
れ
る
素
晴
ら
し
い
子
供
た
ち
。
元
気

い
っ
ぱ
い
で
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

❷ 

サ
ッ
ク
ス
を
吹
き
ま
す
。

❸ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ミ
ュ
ー
ズ
と
い
う
ア

マ
チ
ュ
ア
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
カ
ル
テ
ッ

ト
で
活
動
。
今
年
中
に
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
け
れ
ば
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

❶ 

済
ん
だ
空
気
の
中
で
明
る
く
素
直
に

育
っ
て
い
る
子
供
た
ち
で
す
ね
。

❷ 

旅
行
や
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
事
。

❸ 

本
来
は
典
型
的
な
Ｂ
型
な
の
に
徐
々
に

Ａ
型
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
井
小
学
校　

新
任
の
紹
介

❶ 

と
て
も
落
ち
着
い
て
い
て
、
み
ん
な
い

い
子
達
で
す
。

❷ 

パ
ソ
コ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
・
写
真
を
と
る

こ
と
。

❸
「
何
が
あ
っ
て
も
元
気
で
明
る
く
、
左

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
デ
ジ
カ
メ
」
で
頑
張

り
ま
す
。

❹ 

木
曽
谷
か
ら
来
る
と
「
空
が
ひ
ろ
い
な

あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
気
持
ち
が
落
ち

着
け
る
い
い
と
こ
ろ
だ
な
あ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

❶ 

と
て
も
人
懐
っ
こ
く
素
直
な
子
ど
も
だ

と
思
い
ま
す
。

❷ 
ス
ポ
ー
ツ
（
野
球
・
ス
キ
ー
）

❸ 
ち
ょ
っ
と
待
井
と
呼
び
止
め
て
下
さ
い
。

❹ 

自
分
も
筑
北
村
（
坂
北
）
出
身
で
す
が
、

子
ど
も
の
こ
ろ
毎
日
川
へ
行
っ
て
魚
と

り
を
し
て
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。

❶ 

元
気
で
優
し
く
が
ん
ば
り
屋
さ
ん
。

❷ 

温
泉
と
ス
ウ
ィ
ー
ツ
屋
さ
ん
め
ぐ
り

❸ 

声
が
大
き
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
歌
う
の
が
大
好
き
で
す
。

❹ 

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
優
し
い
感
じ
が
し

ま
す
。
い
ち
ご
が
お
い
し
く
て
感
激
し

ま
し
た
。

❶ 

元
気
で
良
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
見

知
り
し
な
い
子
ど
も
達
だ
と
思
い
ま
す
。

❷ 

旅
行

❸ 

先
生
方
や
子
ど
も
達
が
生
活
し
や
す
い

環
境
作
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

❹ 

前
任
校
の
木
曽
と
比
べ
る
と
空
が
広
い

で
す
ね
。
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さ
か
き
た

 　

坂
北
地
域
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
『
森
の
子
お
は
な
し
の
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　

柳
澤　

登
代
子

　

♪
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ　

ぼ
ん
ぼ

り
に　

お
は
な
を
あ
げ
ま
し
ょ　

も
も

の
は
な
♪　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
に
次
々

現
れ
る
お
雛
様
に
、
集
ま
っ
た
子
ど

も
達
は
大
き
な
声
で
唄
い
な
が
ら
、
目

を
見
張
っ
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
年
の

『
春
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
お
は
な
し
の

会
は
、
３
月
２
６
日
に
坂
北
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開

催
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　

　
『
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
』
の
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
に
続
い
て
、
会
員
総
出
演

で
大
型
絵
本『
か
ら
す
の
ぱ
ん
や
さ
ん
』

を
上
演
し
ま
し
た
。
何
回
も
練
習
し
た

成
果
は
上
々
、
ナ
レ
ー
タ
ー
を
は
じ
め

そ
れ
ぞ
れ
の
声
優
が
役
に
な
り
き
り
子

ど
も
達
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
森
の
子
お
は
な
し
の
会
』
は
、
子

ど
も
達
が
沢
山
の
本
と
出
会
い
読
書
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
平

成
13
年
３
月
に
旧
坂
北
村
図
書
館
読
み

聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。「
本
が
大
好
き
、子
ど
も
が
大
好
き
」

の
会
員
は
現
在
８
名
。『
春
休
み
ス
ペ

シ
ャ
ル
』『
夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
』『
ク

リ
ス
マ
ス
会
』
の
他
、
坂
北
小
学
校
の

読
書
週
間
に
も
呼
ん
で
い
た
だ
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
等
を
使
っ
て
、
本
の
紹
介

を
し
、
子
ど
も
達
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
人
形
劇
等
も
取
り
入
れ

て
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
図
書
館
や
本

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
新
し
い

計
画
も
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

坂
北
小
学
校

  

校
長
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

４
月
か
ら
坂
北
小
学
校
に
着
任
さ
れ

た
吉
江
英
夫
校
長
先
生
を
訪
ね
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　

前
任
校
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

長
野
市
の
七
二
会
中
学
校
で
す
。
長

野
市
西
部
の
山
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
す
。

　

出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

塩
尻
市
で
す
。

　

筑
北
村
の
印
象
は
？

　

聖
高
原
か
ら
明
科
へ
の
抜
け
る
道
は
、

以
前
何
度
か
通
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
山

に
囲
ま
れ
た
自
然
が
綺
麗
な
と
こ
ろ
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
自
然
の
豊
か
さ

に
地
域
が
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
は
穏
や
か
で
暖
か
い
で

す
ね
。
つ
な
が
り
が
強
く
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
印
象
は
？

　

ま
だ
子
ど
も
達
と
一
緒
に
、
２
週
間

し
か
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
て
も

落
ち
着
い
て
い
ま
す
ね
。
表
情
も
穏
や

か
で
、
し
っ
か
り
し
た
子
ど
も
達
だ
な
、

と
思
い
ま
す
。

　

趣
味
は
な
ん
で
す
か
？

　

以
前
、
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
に
属
し

た
こ
と
も
あ
り
、
遺
跡
を
調
べ
る
こ
と

で
す
か
ね
。

　

坂
北
地
域
で
も
遺
跡
調
査
が
行
わ
れ

て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
少
し
時
間

に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
資
料
館
を
見

学
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

　

好
き
な
言
葉
は
？

　

和
…
…
顔
愛
語

　

愛
の
あ
る
言
葉
を
か
け
て
子
ど
も
達

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
、

子
ど
も
達
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
お
時
間
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
対
面
の
私
に
、
と
て
も
優
し
く
接

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
を

優
し
く
見
守
り
、
支
え
て
く
だ
さ
る
先

生
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

吉
江
校
長
先
生
、
子
ど
も
達
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉江英夫校長先生
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コ
ラ
ム

　

五
月
三
十
一
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健
機
関
が
定

め
、
喫
煙
者
に
、
二
十
四
時
間
喫
煙

を
控
え
る
よ
う
呼
び
か
け
、
各
国
政

府
、
自
治
体
、
個
人
に
は
喫
煙
と
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
呼
び
か
け

る
日
で
す
。
海
外
で
は
、
屋
内
の
公

共
の
場
所
は
全
て
禁
煙
の
国
が
あ
っ

た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
州
で
は
、

個
人
の
車
の
中
で
も
四
歳
以
下
の
子

ど
も
が
同
乗
し
て
い
る
と
禁
煙
を
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
た
り
す
る
所
も
あ

り
、
禁
煙
が
世
界
的
な
流
れ
で
す
。

日
本
で
も
受
動
喫
煙
の
防
止
を
定
め

た
健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
…
。
さ
て
、
こ
こ
筑
北
村
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
健
康
増
進
施
設

と
言
わ
れ
て
い
る
施
設
で
も
喫
煙
場

所
が
あ
っ
た
り
、
喫
煙
者
の
為
と
し

か
思
え
な
い
分
煙
で
あ
っ
た
り
、
せ

め
て
公
共
の
場
所
は
禁
煙
に
し
て
欲

し
い
。
周
囲
を
見
ま
わ
し
て
も
、
喫

煙
し
て
る
人
が
多
い
よ
う
な
…
本
人

は
い
い
と
し
て
も
周
り
に
影
響
を
与

え
る
の
が
喫
煙
。
子
ど
も
で
も
た
ば

こ
く
さ
い
子
が
い
た
り
し
ま
す
。
せ

め
て
一
日
一
本
。
こ
の
機
会
に
減
ら

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ね
こ
）

さ　

か　

い

 

劇
団
う
ち
ら「
修
那
羅
様
」発
表
会

　

三
月
二
日
、
坂
井
小
学
校
体
育
館
に

お
い
て
、坂
井
小
六
年
生
の
創
作
劇「
修

那
羅
様
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
彼
ら
の
学
習
し
て
い
く
姿
を
見

つ
め
て
み
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
五
年
生
の
時
、
全
て
手
作
業

で
貫
い
た
米
作
り
に
つ
い
て
「
苦
労
し

た
所
を
劇
に
し
た
い
」
と
場
当
た
り
的

な
発
表
を
し
ま
し
た
。
こ
の
劇
の
失
態

で
、
自
分
達
の
「
伝
え
た
い
事
」
が
伝

わ
っ
た
の
か
疑
問
を
持
ち
、「
表
現
す

る
こ
と
」
を
簡
単
に
考
え
て
い
た
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
六
年
生
と
し
て
の

総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
「
卒
業
に
ふ

さ
わ
し
い
発
表
（
表
現
）
を
し
た
い
」

と
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
目
標
を
持
ち
、

「
劇
団
う
ち
ら
」
を
立
ち
上
げ
、
構
想

を
練
り
始
め
ま
し
た
。
雲
の
よ
う
に
形

の
無
い
所
か
ら
の
出
発
で
し
た
。

　

ま
ず
は
情
報
収
集
。
丁
寧
に
時
間
を

か
け
て
民
話
を
集
め
ま
す
。
村
の
方
々

か
ら
こ
の
地
に
伝
わ
る
話
が
出
る
度
に

坂
井
の
見
方
が
変
わ
っ
て
来
て
い
る
様

子
の
「
う
ち
ら
」。
劇
の
土
台
に
な
る

話
の
焦
点
を
絞
る
の
に
も
「
う
ち
ら
」

は
ぶ
れ
ま
せ
ん
。
調
べ
上
げ
た
六
十
に

も
渡
る
民
話
の
中
か
ら
、
村
人
を
愛
し

て
や
ま
な
い
修
那
羅
様
の
姿
を
見
つ
け

ま
す
。「
何
故
だ
ろ
う
？
」
大
変
貧
し

く
、
災
害
な
ど
で
苦
し
い
時
、
修
那
羅

様
が
幾
度
も
助
け
て
く
れ
た
。
お
礼
を

し
た
い
が
ど
う
し
て
も
受
け
取
っ
て
く

れ
な
い
。
そ
こ
で
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
自
ら
彫
っ
た
石
仏
を
奉
納
し
た
村

人
達
。
そ
の
心
の
温
か
さ
を
修
那
羅
様

は
愛
し
て
い
た
に
違
い
な
い
、
と
「
う

ち
ら
」
は
辿
り
着
き
ま
す
。「
想
い
を

込
め
た
石
仏
を
奉
納
す
る
所
を
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
し
よ
う
」。
坂
井
の
人
の

よ
さ
。
そ
れ
が
「
う
ち
ら
の
伝
え
た
い

こ
と
」。
一
本
の
柱
が
形
の
無
い
雲
の

中
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
演
じ
な
が
ら
脚
本
を
修
正
す
る
」
こ

と
を
徹
底
し
「
う
ち
ら
」
は
「
進
化
」

し
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
、
親
達
か
ら

の
厳
し
い
ム
チ
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
う

ち
ら
」
は
と
て
も
素
直
に
受
け
入
れ
、

演
技
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
ま
す
。
何

故
か
？
十
二
人
互
い
に
違
う
役
柄
を
演

じ
な
が
ら
目
線
は
一
つ
。
お
客
さ
ん
の

立
場
。
こ
れ
を
貫
く
こ
と
が
で
き
た
か

ら
こ
そ
、
他
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

止
め
る
事
が
で
き
、
大
成
功
へ
の
架
け

橋
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

彼
ら
の
独
り
言
や
つ
ぶ
や
き
、
日
記
な

ど
を
資
料
で
見
る
限
り
、
練
習
に
没
頭

し
、夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿
が
窺
え
ま
す
。

　

公
演
後
、
緊
張
し
た
時
の
対
処
法
を

身
に
つ
け
た
子
、
心
を
一
つ
に
す
る
事

の
大
切
さ
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
達
に

深
く
感
謝
し
て
い
る
子
、
消
極
的
だ
っ

た
自
分
か
ら
脱
却
で
き
た
と
感
じ
る
子
。

自
分
が
や
っ
て
き
た
事
の
成
果
に
感
動

を
覚
え
る
子
ど
も
達
が
い
ま
し
た
。
い

つ
の
ま
に
か
担
任
の
手
を
離
れ
、「
生

き
る
力
」
を
身
に
付
け
た
「
う
ち
ら
」。

少
人
数
が
故
に
で
き
た
激
流
の
よ
う
な

熱
意
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
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ほ
ん
じ
ょ
う

 　

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

　

聖
南
中
学
校
校
長
先
生

　

４
月
か
ら
聖
南
中
学
校
に
赴
任
さ
れ

た
、
木き

ど
お
か

戸
岡
和か

ず
た
か孝
校
長
先
生
を
お
尋
ね

し
ま
し
た

 　

出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

生
ま
れ
は
松
本
市
で
す
が
、
現
在
は

塩
尻
市
に
家
族
５
人
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
私
は
土
曜
日
に
帰
宅
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
ど
ん
な
と
こ
ろ
へ
赴
任
さ

れ
た
の
で
す
か
？

　

初
め
て
赴
任
し
た
の
が
両
小
野
小
学

校
で
、そ
の
後
は
中
学
校
に
。
上
伊
那
・

松
本
・
上
田
方
面
へ
と
行
き
ま
し
た
。

　

専
門
の
教
科
は
？

　

保
健
体
育
で
す
。
特
に
陸
上
競
技
で

す
。
高
飛
び
・
十
種
競
技
を
し
て
い
ま

し
た
。
最
近
は
ジ
ョ
キ
ン
グ
を
し
て
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
小
仁
熊
ダ
ム
（
８

Ｋ
コ
ー
ス
）
や
、
坂
北
駅
や
西
条
駅
な

ど
い
き
ま
し
た
。

　

聖
南
中
の
生
徒
の
印
象
は
？

　

子
供
た
ち
は
ほ
ん
と
に
の
び
の
び
し

て
い
て
、
礼
儀
正
し
く
ま
じ
め
で
す
ね
。

　

村
の
印
象
は
？

　

自
然
が
豊
か
・
伝
統
が
あ
る
。
い
い

村
で
す
ね
！

　

ど
っ
こ
い
清
掃
の
感
想
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

　

子
供
た
ち
は
ど
っ
こ
い
清
掃
に
対
し

て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
生
徒
会
入
会

式
で
の
２
・
３
年
生
の
『
ど
っ
こ
い
・

ど
っ
こ
い
』
の
声
に
感
動
し
ま
し
た
。

１
年
生
の
『
ど
っ
こ
い
清
掃
の
で
き
る

私
た
ち
は
光
栄
で
す
』
と
い
う
言
葉
に

伝
統
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
『
誠
心
誠
意
』『
精
一
杯
』

　
『
努
力
す
れ
ば
裏
切
ら
な
い
』

　

ど
っ
こ
い
清
掃
を
始
め
た
小
沢
先
生

の
話
や
、
松
本
か
ら
諏
訪
ま
で
歩
い
た

「
夜
行
軍
」
の
話
な
ど
、
楽
し
そ
う
に

聞
い
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
終
始
和
や
か
に
話
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
聖
南
中
学
校
へ
の
熱

き
思
い
を
感
じ
、
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

替
わ
り
ま
し
た
駐
在
さ
ん

　

本
城
駐
在
所
所
長
に
新
し
く
赴
任
さ

れ
ま
し
た
小
松
由
人
さ
ん
を
訪
ね
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

 

本
城
駐
在
所
の
前
は
阿
南
警
察
署
天

龍
村
駐
在
所
に
２
年
間
赴
任
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
出
身
は
大
町
。
現
在
は

ご
家
族
と
離
れ
て
単
身
赴
任
中
と
の
こ

と
。

　

単
身
赴
任
で
す
と
、
食
事
の
準
備
な

ど
大
変
で
す
ね
。

　

近
く
に
店
が
あ
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

前
任
地
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
無
い
所
で
し

た
。

　

村
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

　

平
ら
で
す
ね
。

　

平
ら
で
す
か
？

　

天
龍
は
V
字
型
の
谷
で
し
た
か
ら
、

そ
れ
を
思
う
と
筑
北
は
平
ら
で
す
。

　

ま
た
筑
北
は
若
い
人
も
多
い
で
す
。

天
龍
村
は
２
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と

い
う
高
齢
化
の
進
ん
だ
村
で
し
た
か
ら
。

　

今
ま
で
飯
田
や
伊
那
な
ど
、
南
信
の

駐
在
所
勤
務
が
多
か
っ
た
と
い
う
小
松

さ
ん
。
南
信
は
３
月
に
桜
の
見
頃
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
程
暖
か
い
そ
う
で
す
。

お
花
見
は
４
月
下
旬
に
な
り
そ
う
な
筑

北
の
気
候
に
、「
日
が
陰
っ
て
し
ま
う

と
ま
だ
ま
だ
寒
い
で
す
ね
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
歴
史
物
の
読
書
と
い
う
小
松

さ
ん
。
慣
れ
な
い
気
候
に
風
邪
な
ど
ひ

か
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。
お
忙
し
い
中
お

話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

  

館
報
編
集
後
記

　

館
報
第
15
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
た
だ
で

さ
え
難
し
い
年
金
制
度
。
ま
た
複
雑
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

対
象
外
の
人
か
ら
の
保
険
料
徴
収
。

対
象
者
で
あ
っ
て
も
保
険
料
額
に
誤
り

が
あ
っ
た
な
ど
、
初
回
の
保
険
料
徴
収

に
は
い
く
つ
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
慎
重
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱

木戸岡和孝校長先生

小松由人所長
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